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こ
の
稿
は
主
に
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
成
立
時
期
と
成
立
関
係
と
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
三
巻
本
『
応
仁
記
』
と
は
『
群
書
類
従
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
応
仁
記
』
の
こ
と
で
あ
る
。
応
仁
の
乱
に
関
係
す
る
軍
記
に
は
、
お
互
い
に
同
一
ま
た
は
近
似
の
文
を
持
つ
一
群
の
作
品
が
あ
る
。
応
仁
記
（
二
巻
本
）
応
仁
別
記
応
仁
記
（
三
巻
本
、
群
書
類
従
本
）
細
川
勝
元
記
重
編
応
仁
記
（
応
仁
前
記
、
応
仁
広
記
、
応
仁
後
記
、
続
応
仁
後
記
の
四書から成る）
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
五
書
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
二
巻
本
『
応
仁
記
』
と
『
応
仁
別
記
』
（
こ
の
両
書
の
あ
い
だ
に
は
直
接
的
な
関
係
は
な
い
）
を
核
に
し
て
、
三
巻
本
『
応
仁
記
』
と
『
細
川
勝
元
記
』
が
作
ら
れ
、
ま
た
一
一
一
〈研究ノート〉
は
じ
め
に
三巻本『応仁記』について（柳本）
三
巻
本
『
応
仁
記
」
に
つ
い
て
巻
本
『
応
仁
記
』
を
核
に
し
て
『
重
編
応
仁
記
』
（
特
に
そ
の
内
の
『
応
仁
広
記
巳
が
作
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
に燗鮴洲仁記ⅡⅢ］１，Ｗ舵Ⅲ鮴舳批記１Ｖ応仁広記
（１）
と
い
う
成
立
関
係
で
あ
る
。
三
巻
本
『
応
仁
記
』
は
二
巻
本
『
応
仁
記
』
と
『
応
仁
別
記
』
と
を
も
と
に
し
て
作
ら
れ
た
と
さ
れ
な
が
ら
、
三
巻
本
『
応
仁
記
』
に
は
一
一
巻
本
『
応
仁
記
』
に
色
濃
く
み
え
た
野
馬
台
詩
（
Ⅱ
未
来
記
）
の
視
点
が
痕
跡
さ
え
も
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
何
故
、
三
巻
本
『
応
仁
記
』
か
ら
野
馬
台
詩
の
視
点
が
消
え
た
の
か
。
そ
の
理
由
は
、
一
一
巻
本
『
応
仁
記
』
の
成
立
時
期
と
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
成
立
時
期
と
の
間
に
、
相
当
の
年
月
の
経
過
、
時
代
の
変
遷
が
あ
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
。
そ
う
考
え
て
、
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
成
立
時
期
を
検
討
し
て
み
た
。
そ
し
て
得
ら
れ
た
結
論
は
、
三
巻
本
「
応
仁
記
』
の
成
立
時
期
は
、
通
常
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
室
町
時
代
末
期
の
天
文
・
永
禄
の
頃
で
は
な
く
、
江
戸
時
代
中
期
、
’
七
○
○
年
頃
以
降
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
柳本
由
九五
紀
夫
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一一一巻本『応仁記』の成立が江戸時代中期頃とすると、従来から
言
わ
れ
て
い
る
一
一
一
巻
本
『
応
仁
記
』
の
成
立
関
係
に
も
疑
問
が
生
じ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
『
応
仁
広
記
』
は
三
巻
本
『
応
仁
記
』
を
核
と
し
て
作
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
見
解
は
妥
当
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
三
巻
本
『
応
仁
記
』
と
『
応
仁
広
記
』
の
関
係
の
如
何
を
考
え
た
。
そ
し
て
、
二
巻
本
『
応
仁
記
』
と
『
応
仁
別
記
』
と
か
ら
作
ら
れ
た
の
は
『
応
仁
広
記
』
で
あ
り
、
三
巻
本
『
応
仁
記
』
は
『
応
仁
広
記
』
を
参
照
に
し
て
作
ら
れ
た
と
い
う
結
論
を
得
た
。
つ
ま
り
、
に燗脈祁仁記ⅡｕＩ１応仁広記－Ｖ三巻本応仁記
という成立関係にあるという結論である。一一一巻本『応仁記』に、
二
巻
本
『
応
仁
記
』
に
あ
っ
た
野
馬
台
詩
の
視
点
が
欠
落
し
て
い
た
の
は
、
三
巻
本
『
応
仁
記
』
を
作
る
の
に
準
拠
し
た
『
応
仁
広
記
』
に
野
馬
台
詩
の
視
点
が
な
か
っ
た
せ
い
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
また、こうしたことを検討する過程で気づいたことは、一一一巻本
『
応
仁
記
』
の
文
章
や
内
容
の
粗
雑
さ
で
あ
る
。
『
重
編
応
仁
記
』
の
「
発
題
」
の
文
中
に
、
当
時
（
Ⅱ
宝
永
三
年
、
’
七
○
六
年
）
の
出
版
事
情
を
う
（２）
か
が
わ
せ
る
よ
う
な
「
旧
記
、
宜
録
と
禰
す
る
偽
書
往
々
又
惟
多
し
」
と
い
う
記
述
が
み
え
る
が
、
三
巻
本
『
応
仁
記
」
も
そ
う
し
た
書
物
の
一
つ
で
は
な
か
っ
た
の
か
、
も
し
か
し
た
ら
営
利
の
た
め
に
性
急
な
つ
ぎ
は
ぎ
作
業
で
作
ら
れ
た
作
品
で
は
な
か
っ
た
か
ｌ
そ
う
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て、三巻本『応仁記』の史料的価値をいままでのものとは違った
視
点
に
た
っ
て
検
討
し
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
に
い
た
っ
た
。 法政
史
学
第
四
十
七
号
三
巻
本
『
応
仁
記
』
は
一
一
巻
本
『
応
仁
記
」
と
『
応
仁
別
記
』
と
を
編
纂
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
と
す
る
見
解
が
現
在
の
通
説
で
あ
る
。
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
成
立
関
係
に
関
し
て
は
、
初
め
は
問
題
に
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
た
だ
成
立
時
期
だ
け
が
、
『
群
書
解
題
』
に
あ
る
よ
う
に
、
「
大
乱
鎮
定
の
文
明
五
年
（
’
四
七
三
）
以
後
、
さ
ほ
ど
降
ら
な
い
頃
の
（３）作」と考えられていた。｝」の考えに対し、、水島福太郎氏が、
こ
れ
（
Ⅱ
三
巻
本
『
応
仁
記
』
）
の
著
作
年
代
は
本
文
が
文
明
五
年
山
名
・
細
川
両
大
将
の
死
去
で
終
わ
る
の
で
、
た
や
す
く
文
明
六
年
の
著
作
だ
と
い
う
推
定
論
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
応
仁
の
乱
直
後
に
な
ん
ら
か
の
軍
記
が
記
さ
れ
、
そ
れ
が
『
応
仁
記
』
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
た
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
流
布
本
（
類
従
本
）
の
か
た
ち
で
で
き
あ
が
っ
た
の
は
天
文
・
永
禄
以
降
と
い
え
る
だ
ろ
（４）》つ
と
書
い
て
、
成
立
時
期
に
関
し
て
批
判
を
加
一
え
た
だ
け
で
な
く
、
成
立
関
係
に
関
し
て
も
、
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
も
と
に
な
る
「
な
ん
ら
か
の
軍
記
」
の
存
在
を
示
唆
し
た
。
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
成
立
関
係
に
関
し
て
現
在
あ
る
通
説
の
考
え
を
提
出
し
た
の
は
松
林
靖
明
氏
の
よ
う
で
あ
る
。
松
林
氏
は
『
応
仁
記
試
稿
』
に
おいて、「
応
仁
記
』
（
Ⅱ
三
巻
本
「
応
仁
記
』
）
は
次
の
よ
う
な
成
長
過
程
を
と
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
乱
後
比
較
的
早
い
時
期
に
原
『
応
仁
記
』
｜
巻
が
成
立
し
、
そ
れ
が
前
田
家
本
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
二
巻
本
に
成
二巻本『応仁記』・『応仁別記』。｜｜｜巻本『応仁記』
九
六
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長
し
た
。
ま
た
、
｜
方
、
原
『
応
仁
記
』
あ
る
い
は
二
巻
本
『
応
仁
記
』
と
は
異
な
る
立
場
か
ら
『
応
仁
別
記
』
が
書
か
れ
た
が
、
そ
の
後
二
巻
本
『
応
仁
記
』
と
『
応
仁
別
記
』
を
編
纂
整
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
（５）
て
類
従
本
の
よ
う
な
一
二
巻
本
『
応
仁
記
』
が
生
ま
れ
た
と
述
べ
、
成
立
関
係
に
関
し
て
、
三
巻
本
『
応
仁
記
』
は
一
一
巻
本
「
応
仁
記
』
と
『
応
仁
別
記
』
と
を
編
纂
・
整
理
し
た
も
の
と
い
う
説
を
提
出
し
た
。
た
だ
成
立
時
期
に
関
し
て
は
、
前
田
家
本
下
巻
の
結
び
の
記
述
も
考
慮
に
加
え
て
、
永
島
氏
の
天
文
・
永
禄
以
降
に
成
立
し
た
と
す
る
税
を
妥
当
な
も
の
と
首
肯
し
て
い
る
。
（６）
桜
井
好
郎
氏
は
成
立
時
期
に
関
し
て
は
永
島
氏
の
見
解
に
従
い
、
『
室
町
軍
記
に
お
け
る
歴
史
叙
述
』
に
お
い
て
、
や
は
り
推
測
な
が
ら
、
乱
後
な
ん
ら
か
の
軍
記
が
記
さ
れ
、
そ
れ
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て
文
運
の
開
け
た
天
文
・
永
禄
以
降
類
従
本
の
か
た
ち
（７）
が
で
き
あ
が
っ
た
と
す
る
説
が
穏
当
で
あ
ろ
う
か
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
成
立
関
係
に
関
し
て
は
松
林
氏
の
見
解
を
、
「
存
在
を
確
認
し
が
た
い
原
『
応
仁
記
』
一
巻
を
別
に
す
れ
ば
、
し
た
が
う
べ
き
見
（８）
解
で
あ
る
」
と
評
価
し
て
い
る
。
『
室
町
軍
記
総
覧
』
で
は
「
応
仁
記
（
三
巻
本
）
」
の
解
説
で
、
成
立
年
次
・
作
者
と
も
不
詳
で
あ
る
が
、
『
野
馬
台
詩
』
注
解
を
持
つ
『
応
仁
記
』
の
二
巻
本
と
『
応
仁
別
記
』
の
二
書
を
折
衷
按
配
し
て
一
書
に
ま
と
め
あ
げ
た
も
の
。
概
括
的
に
い
え
ば
、
本
書
の
巻
一
・
巻
二
は
二
巻
本
『
応
仁
記
』
の
上
巻
・
下
巻
を
そ
れ
ぞ
れ
軸
に
し
て
、
『
応
仁
別
記
』
の
記
事
を
加
え
、
本
書
の
巻
三
は
『
応
仁
別
記
」
を
中
心
に
、
部
分
的
に
二
巻
本
『
応
仁
記
』
そ
の
他
の
記
事
を
付
加
し
て
成
っ
三
巻
本
『
応
仁
記
』
に
つ
い
て
（
柳
本
）
一
一
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
構
成
要
素
と
し
て
見
た
と
き
の
『
応
仁
別
記
』
と
二
巻
本
『
応
仁
記
』
『
応
仁
別
記
』
と
一
一
巻
本
『
応
仁
記
』
が
三
巻
本
『
応
仁
記
』
を
構
成
す
る
も
の
と
考
え
た
時
、
そ
れ
ら
は
三
巻
本
『
応
仁
記
」
に
ど
う
い
う
性
質
を
与
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
㈹
『
応
仁
別
記
』
『
応
仁
別
記
』
を
内
容
的
に
見
た
時
、
目
に
つ
く
特
徴
は
次
の
点
に
あ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
成
立
の
時
期
は
二
巻
本
「
応
仁
記
』
・
『
応
（９）
仁
別
記
』
よ
り
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
説
明
し
て
い
る
。
一一一巻本『応仁記』が二巻本『応仁記』と『応仁別記』から成っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
よ
り
明
確
に
示
す
も
の
と
し
て
、
松
林
氏
の
『
応
仁
記
試
稿
』
に
、
二
巻
本
『
応
仁
記
』
（
Ⅱ
前
田
家
本
）
と
『
応
仁
別
記
』
と
（旧）
一
二
巻
本
『
応
仁
記
』
と
の
関
係
表
が
の
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
資
料
と
し
て
掲
載する。
この表からもわかるように、一一一巻本『応仁記』は、二巻本『応
仁
記
』
に
記
事
の
あ
る
も
の
に
関
し
て
は
二
巻
本
『
応
仁
記
』
の
記
事
を
中
心
に
構
成
し
、
『
応
仁
別
記
』
か
ら
の
記
事
は
記
載
事
項
を
豊
富
に
す
る
場
合
、
あ
る
い
は
二
巻
本
『
応
仁
記
』
の
記
事
を
補
足
す
る
場
合
に
利
用
さ
れ
ているようである（一一｜巻本『応仁記』の巻一・巻二がこれにあた
る
）
。
そ
し
て
、
二
巻
本
『
応
仁
記
』
の
記
事
が
尽
き
た
後
の
時
期
に
関
し
て
は
、
そ
の
記
事
の
ほ
と
ん
ど
を
、
『
応
仁
別
記
』
か
ら
転
写
す
る
こ
と
で
得ている（一一｜巻本『応仁記』の巻三がこれにあたる）。
九
七
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る。｜
、
足
利
義
視
（
Ⅱ
〈
「
出
川
殿
・
淨
士
寺
殿
）
の
動
静
に
つ
い
て
の
記
事
が詳しい。
二
、
洛
中
以
外
で
の
合
戦
の
記
載
が
あ
り
、
ま
た
応
仁
元
年
十
月
の
合
戦
（
こ
の
合
戦
ま
で
は
二
巻
本
『
応
仁
記
』
が
書
き
記
し
て
い
る
）
以
後
の
合
戦
の
記
事
も
載
っ
て
い
る
。
三
、
赤
松
氏
の
私
軍
記
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
に
赤
松
一
族
の
記
載
が
多
く
、
従
っ
て
、
応
仁
の
乱
で
赤
松
氏
が
組
し
た
細
川
勝
元
に
好
意
的
で
あ
る。
四
、
ま
さ
に
こ
の
こ
と
が
別
記
の
ゆ
え
ん
で
あ
ろ
う
が
、
同
じ
事
件
に
関
し
て
も
二
巻
本
「
応
仁
記
』
と
は
違
う
視
点
の
記
事
に
な
っ
て
い
る。
『
応
仁
別
記
』
の
記
事
が
三
巻
本
『
応
仁
記
』
に
取
り
込
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
上
記
の
特
徴
が
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
一
一
一
巻
本
『
応
仁
記
』
は
細
川
勝
元
び
い
き
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
は
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
編
纂
者
が
勝
元
び
い
き
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
必
ず
し
も
意
味
し
な
い
。
『
応
仁
別
記
』
に
見
ら
れ
る
勝
元
へ
の
好
意
を
単
に
反
映
し
て
い
る
だ
け
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
、
三
巻
本
『
応
仁
記
』
が
『
応
仁
別
記
』
か
ら
取
り
入
れ
た
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
『
応
仁
別
記
』
の
文
体
で
あ
る
。
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
巻
一
・
巻
二
は
二
巻
本
『
応
仁
記
』
と
『
応
仁
別
記
』
と
の
合
成
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
巻
三
は
ほ
ぼ
『
応
仁
別
記
』
か
ら
の
転
写
で
あ
る
が
、
巻一・巻一一・巻一一一と続けて読んで違和感なくつながるのは、三巻
本
『
応
仁
記
』
が
『
応
仁
別
記
』
の
文
体
で
統
一
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
法
政
史
学
第
四
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七
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（Ⅱ）
フＣｏｌｌ巻本の『応仁記』の文体には語り物口調が垣間見えるが、
『
応
仁
別
記
』
の
文
体
は
事
実
記
載
に
重
き
を
お
い
た
風
を
装
っ
て
、
乾
い
て
い
る
。
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
編
纂
者
は
、
『
応
仁
別
記
』
の
文
体
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
三
巻
本
『
応
仁
記
』
に
年
代
記
・
実
録
と
い
っ
た
雰
囲
気
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
回
二
巻
本
『
応
仁
記
』
二
巻
本
『
応
仁
記
』
を
内
容
的
に
見
た
時
、
目
に
つ
く
特
徴
は
次
の
点
で
ある。｜、
野
馬
台
詩
の
予
言
に
も
と
づ
く
記
事
や
時
代
認
識
が
あ
る
。
二
、
長
文
の
故
事
が
引
用
さ
れ
て
、
事
件
を
解
説
す
る
役
割
を
に
な
わ
さ
れている。
三
巻
本
『
応
仁
記
』
は
一
一
巻
本
『
応
仁
記
』
の
特
徴
で
あ
る
前
記
の
こ
と
を一つも取り入れなかった。逆に言えば、一一一巻本『応仁記』は二
巻
本
『
応
仁
記
』
に
記
載
さ
れ
た
事
実
関
係
の
み
を
取
り
込
ん
だ
。
長
文
の
故
事
は
い
い
と
し
て
も
、
野
馬
台
詩
の
視
点
は
二
巻
本
『
応
仁
記
」
を
成
り
た
た
せ
る
根
幹
で
あ
っ
た
。
何
故
、
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
編
（旧）
纂
者
は
野
馬
台
詩
の
視
点
を
取
り
入
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
野
馬
ム
ロ
詩
の
視
点
の
か
わ
り
に
、
他
の
ど
う
い
う
視
点
に
立
っ
て
、
三
巻
本
『
応
仁
記
』
を
編
纂
整
理
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
疑
問
が
生
じ
て
く
る
。
こ
の
疑
問
に
答
え
る
た
め
に
、
ま
ず
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。
三
一
一
一
巻
本
『
応
仁
記
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
九
八
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に
、
天
文
・
永
禄
以
降
と
い
う
見
解
が
定
着
し
て
い
る
。
こ
の
見
解
は
は
た
し
て
妥
当
だ
ろ
う
か
。
三
巻
本
「
応
仁
記
』
の
成
立
時
期
を
考
え
る
手
掛
か
り
が
な
い
わ
け
で
は
ない。｜つ
め
の
手
掛
か
り
は
、
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
本
文
の
後
に
書
か
れ
た
（旧）
「右應仁記一一一冊流布印本校ムロ了」という文中に見える「流布印
本
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
二
つ
め
の
手
掛
か
り
は
、
新
井
白
石
の
『
読
史
余
論
』
に
あ
る
。
三つめの手掛かりは、’一一巻本「応仁記』独自の記事とみられて
い
る
〈
山
名
入
道
逝
去
之
事
。
付
漢
寳
嬰
事
〉
の
記
事
に
あ
る
。
四
つ
目
の
手
掛
か
り
は
、
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
編
纂
者
が
、
編
纂
に
あ
た
っ
て
何
故
野
馬
台
詩
的
視
点
を
取
り
入
れ
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
を
正
面
か
ら
考
え
る
こ
と
か
ら
得
ら
れ
る
。
以
下
こ
れ
ら
の
手
掛
か
り
を
順
に
検
討
し
た
い
。
Ⅲ
手
掛
か
り
の
検
討
（
其
の
一
）
「流布印本」という言葉を手掛かりにする検討は、一一一巻本『応
仁
記
』
の
成
立
時
期
の
下
限
を
確
定
す
る
た
め
で
あ
る
。
「
流
布
印
本
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
は
、
摺
本
に
な
っ
て
世
に
広
く
行
き
わ
た
っ
て
い
る
本
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
広
く
行
き
わ
た
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
限
度
が
あ
る
が
、
入
手
す
る
の
に
困
難
な
ら
ば
「
流
布
印
本
」
と
は
言
わ
な
い
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
言
葉
か
ら
、
塙
保
己
一
が
『
群
書
類
従
』
の
見
本
版
で
あ
る
『
今
物
語
』
を
刊
行
し
、
『
群
書
類
従
』
の
宣
伝
を
開
始
し
た
天
明
六
年
（
’
七
八
六
）
頃
に
は
、
三
巻
本
『
応
仁
記
」
と
同
じ
内
容
の
『
応
仁
三
巻
本
『
応
に
記
』
に
つ
い
て
（
柳
本
）
（Ｍ）
記
』
が
摺
本
と
な
っ
て
世
に
流
布
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
し
」
が
わ
か
る
（
以
後
、
こ
れ
も
三
巻
本
『
応
仁
記
』
と
呼
ぶ
）
。
②
手
掛
か
り
の
検
討
（
其
の
二
）
新
井
白
石
の
『
読
史
余
論
』
に
は
、
「
応
仁
記
に
い
わ
く
」
と
い
う
形
で
「
応
仁
記
』
を
も
と
に
し
た
記
述
が
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
検
討
し
た
い
こ
と
は
、
白
石
が
参
照
し
た
『
応
仁
記
』
が
一
一
巻
本
か
三
巻
本
か
と
い
う
こ
と
で
ある。白石
は
「
読
史
余
論
』
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
「
当
時
可
能
な
あ
ら
ゆ
る
（旧）
書物を参考に‐している」と一一一一口われているし、またそれが可能な立
場
に
も
あ
っ
た
。
も
し
、
二
巻
本
『
応
仁
記
』
と
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
両
方
が
存
在
す
る
な
ら
、
白
石
は
必
ず
や
両
書
を
参
考
に
し
た
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
、
結
論
を
先
に
言
う
と
、
白
石
の
参
考
に
し
た
『
応
仁
記
』
は
二
巻
本
の
方
で
あ
っ
て
、
三
巻
本
の
方
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
の
意
味
す
る
こ
と
は
、
白
石
が
『
読
史
余
論
』
を
書
い
た
頃
に
は
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
存
在
し
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
ある。白石
が
『
読
史
余
論
』
を
将
軍
家
宣
に
進
講
し
た
の
が
正
徳
二
年
（
’
七
一
二
）
の
春
か
ら
夏
に
か
け
て
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
前
の
、
元
禄
十
一
年
（旧）
（
’
六
九
八
）
六
月
に
は
応
仁
の
乱
に
つ
い
て
進
講
し
て
い
る
。
応
仁
の
乱
に
関
す
る
白
石
の
見
解
が
こ
の
頃
に
は
で
き
て
い
た
と
考
え
る
と
、
白
石
は
元
禄
十
一
年
頃
に
は
ま
だ
三
巻
本
「
応
仁
記
』
を
目
に
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
三
巻
本
『
応
仁
記
』
は
一
七
○
○
年
頃
に
は
ま
だ
成
立
し
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
二
巻
本
『
応
仁
記
』
に
つ
い
て
は
寛
永
十
年
（
一
六
一
一
一
三
）
版
本
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
白
九
九
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石
の
入
手
の
可
否
に
つ
い
て
は
何
の
問
題
も
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
白
石
の
参
考
に
し
た
『
応
仁
記
』
が
二
巻
本
『
応
仁
記
』
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
検
証
は
次
の
方
法
に
よ
っ
た
。
三
巻
本
『
応
仁
記
』
は
二
巻
本
『
応
仁
記
』
と
『
応
仁
別
記
』
と
を
中
心
に
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
三
巻
本
『
応
仁
記
』
に
は
『
応
仁
別
記
』
の
記
事
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
『
読
史
余
論
』
で
、
「
応
仁
別
記
』
か
ら
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
記
事
が
、
三
巻
本
『
応
仁
記
』
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
記
事
で
あ
る
な
ら
ば
、
白
石
は
三
巻
本
『
応
仁
記
』
を
参
照
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
白
石
が
三
巻
本
『
応
仁
記
』
を
使
用
し
て
い
る
の
な
ら
ば
、
そ
う
し
た
記
事
は
『
応
仁
記
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
記
載
さ
れ
て
、
『
応
仁
別
記
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
は
記
載
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
読
史
余
論
』
で
『
応
仁
別
記
』
よ
り
の
引
用
と
明
示
さ
れ
て
い
る
記
事
が
三
巻
本
『
応
仁
記
』
に
も
記
載
さ
れ
て
い
た
ら
、
白
石
の
利
用
し
た
『
応
仁
記
』
は
二
巻
本
『
応
仁
記
』
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
う
し
た
例
を
一
つ
だ
け
引
用
・
記
載
す
る
こ
と
で
、
白
石
の
参
考
に
し
た
の
は
二
巻
本
『
応
仁
記
』
で
あ
っ
た
こ
と
の
証
拠
に
か
え
た
い
（
次
の
引
用
文
中
、
『
読
史
余
論
』
の
記
事
で
『
応
仁
別
記
』
か
ら
引
い
た
と
思
わ
れ
る
記
事
に
は
○
印
、
『
応
仁
別
記
』
の
記
事
で
三
巻
本
『
応
仁
記
』
に
取
り
入
れ
られた記事には傍線を引いた。『応仁別記』と三巻本『応仁記』
と
は
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
ろ
う
）
。
『読史余論』
ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
。
。
Ｃ
Ｏ
。
。
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｉ
Ｉ
応
仁
別
記
を
按
ず
る
に
、
義
視
、
五
月
廿
五
日
よ
り
義
政
と
一
所
○
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
○
○
○
○
Ｃ
Ｏ
○
○
Ｃ
Ｏ
に
あ
り
。
八
月
廿
日
細
川
が
屋
形
に
招
ず
。
義
政
、
此
事
を
尋
ら
れ
し
○
○
○
。
○
○
○
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
○
○
○
○
○
○
ｏ
に
、
「
御
所
様
に
は
山
名
を
御
ひ
き
あ
れ
ば
、
此
御
所
を
頼
入
た
る
」
法
政
史
学
第
四
十
七
号
－
１
人
「
出
川
殿
ハ
。
五
月
廿
五
日
ヨ
リ
室
町
殿
一
一
御
一
所
一
一
御
座
有
ケ
一○○
ｏ
Ｃ
Ｏ
○
○
Ｃ
Ｏ
。
。
○
○
Ｃ
Ｏ
○
○
○
と
ば
か
り
答
ふ
。
廿
一
一
日
に
、
義
視
よ
り
使
し
て
、
「
｜
所
に
お
は
さ
。
○
○
Ｃ
Ｏ
。
。
。
。
○
○
。
。
。
○
Ｃ
Ｏ
○
○
○
○
○
○
ｏ
む
事
は
、
勝
元
由
‐
し
支
る
故
に
延
引
の
よ
し
な
れ
ば
、
等
閑
な
き
事
、
Ｏ
ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
○
○
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
肝
要
也
。
た
Ｌ
其
御
所
に
」
と
義
政
よ
り
仰
ら
れ
し
か
ど
、
廿
一
二
日
に
。
○
○
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
ｏ
（、）
戌
刻
ば
か
り
御
所
を
出
て
伊
勢
に
下
ら
れ
し
、
と
見
一
え
た
り
。
『応仁別記』
１
１
△
「
出
川
御
所
ハ
始
五
月
廿
五
日
ヨ
リ
室
町
御
所
二
御
座
ア
リ
ケ
ル
ガ
。
世
上
漠
々
ト
ア
ル
間
還
御
ナ
ル
。
細
川
勝
元
屋
形
へ
御
成
ア
レ
ト
被
し
申
ケ
レ
バ
。
八
月
廿
日
御
成
ア
ラ
ン
ト
シ
ケ
ル
一
一
。
（
略
）
御
所
様
ノ
御
事
。
山
名
ヲ
御
ヒ
イ
キ
ア
レ
バ
。
此
御
所
ヲ
頼
入
タ
ル
ト
被
し
申
計
ニ
テ
其
日
モ
暮
ニ
ケ
リ
。
廿
二
日
一
色
伊
豫
守
ヲ
以
・
御
一
所
二
御
参
ノ
事
。
勝
元
依
二
相
與
｜
御
延
引
ノ
由
御
申
有
。
御
返
事
ニ
ハ
。
無
二
等
閑
一
事
肝
要
也
。
唯
其
御
所
一
一
ト
コ
マ
ゴ
マ
成
り
シ
御
返
事
也
（旧）
シカドモ。同廿一一一日戌ノ刻二御所ヲ御出アリ。
三
巻
本
『
応
仁
記
』
様
ノ
御
事
山
名
ヲ
御
晶
負
ア
レ
バ
。
此
御
所
一
一
卜
被
レ
申
計
ニ
テ
分
明
閑
一
思
食
ノ
間
。
唯
其
御
所
一
一
可
し
有
一
一
御
座
一
ノ
由
御
返
事
ナ
リ
シ
可
レ
有
虚
二
依
二
相
支
申
一
御
延
引
ノ
由
言
上
有
パ
。
更
一
一
無
二
等
カ
ド
モ
。
ト
カ
ク
ア
シ
カ
リ
ナ
ン
ト
思
食
ケ
ル
ニ
ャ
。
同
廿
三
日
戌
刻
卜
被
し
申
ケ
レ
パ
。
八
月
廿
日
御
成
ア
ラ
ン
ト
シ
ケ
ル
ニ
（
略
）
御
所
一一御所ヲ御出アリ。
０
手
掛
か
り
の
検
討
（
其
の
三
）
ノ
事
モ
ナ
ク
。
其
日
ハ
ク
レ
ー
ー
ケ
リ
。
廿
二
日
一
色
ヲ
以
御
一
所
参
ｊ
力
漠
々
卜
間
還
御
ナ
レ
細
川
勝
元
〆
へ
御
成
ア
レ
‐、
１９
￣ザ
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三
巻
本
『
応
仁
記
』
巻
一
一
一
の
最
終
章
〈
山
名
入
道
逝
去
之
事
。
付
漢
賓
嬰
事
〉
は
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
編
纂
者
が
あ
ら
た
に
追
加
し
た
部
分
で
あ
る
。
こ
の
章
の
最
終
部
分
に
、
「
山
名
死
シ
テ
五
十
日
過
ザ
ル
一
一
。
勝
元
天
年
ヲ
不
し
終
シ
テ
逝
ス
ル
事
。
天
ノ
ナ
ス
所
也
。
兵
書
日
。
兵
者
凶
器
也
。
争
ハ
逆
徳
也
。
徳
ヲ
修
セ
ズ
シ
テ
威
ヲ
以
人
一
一
勝
タ
ン
ト
ス
レ
バ
。
天
亦
其
（”）
晩
ヲ
奪
う
事
。
誠
ナ
ル
哉
」
と
い
う
文
が
あ
る
。
こ
こ
で
検
討
の
対
象
と
す
る
の
は
、
こ
の
文
の
「
兵
書
日
」
以
下
の
部
分
で
あ
る
。
『
兵
者
凶
器
也
。
事
ハ
逆
徳
也
」
と
い
う
言
葉
は
『
尉
線
子
』
武
議
篇
の
言
葉
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
こ
で
い
う
兵
書
と
は
『
尉
線
子
』
の
こ
と
で
あ
る
。
普
通
な
ら
「
尉
線
子
日
」
と
い
う
形
で
書
く
べ
き
と
こ
ろ
を
「
兵
書
日
」
で
す
ま
せ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
『
尉
線
子
』
が
兵
書
と
し
て
一
般
化
し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
読
み
手
の
方
も
兵
書
と
言
え
ば
『
尉
線
子
』
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
ぐ
ら
い
は
知
っ
て
い
る
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。
そ
う
い
う
時
代
は
一
体
い
つ
頃
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。
中
国
で
、
宋
の
元
豊
年
間
（
一
○
七
八
’
一
○
八
五
）
に
、
武
学
に
お
い
て
学
習
す
べ
き
も
の
と
し
て
六
鞘
・
孫
子
・
司
馬
法
・
黄
石
公
三
略
・
尉
線
子
・
唐
太
宗
李
衛
公
問
対
の
七
書
が
武
経
七
書
と
定
め
ら
れ
た
。
武
経
七
書
の
注
釈
は
明
代
に
な
っ
て
多
く
な
っ
た
。
日
本
に
お
い
て
は
、
室
町
時
代
に
（釦）
武
経
七
書
が
広
く
研
究
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
と
い
う
。
慶
長
十
一
年
（
’
六
○
六
）
に
『
武
経
七
書
』
が
木
活
版
で
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
七
書
の
研
究
が
広
ま
っ
た
の
は
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
の
よ
う
だ
。
た
め
し
に
、
『
国
書
総
目
録
」
（
岩
波
書
店
）
の
尉
績
子
の
と
こ
ろ
（〃）
を見ると、
尉
績
子
諺
解
③
林
羅
山
三
巻
本
『
応
仁
記
』
に
つ
い
て
（
柳
本
）
尉
線
子
諺
義
（
武
経
七
書
諺
義
の
う
ち
）
尉
練
子
国
字
解
②
谷
鬼
谷
（
近
世
漢
学
者
著
述
目
録
大
成
に
よ
る
）
尉
線
子
評
判
⑮
慶
安
四
版
尉
線
子
秀
詮
③
田
村
政
謙
⑥
慶
応
二
序
尉
績
子
略
説
③
伊
藤
鳳
山
（
近
世
漢
学
者
著
述
目
録
大
成
に
よ
る
）
と
書
い
て
あ
る
。
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
以
後
の
研
究
書
で
あ
る
。
一
六
○
○
年
代
も
中
半
に
な
る
と
軍
法
や
兵
学
が
流
行
す
る
。
右
に
あ
げ
（、）
た
本
の
．
つ
ち
、
『
尉
線
子
諺
義
』
を
書
い
た
の
は
山
鹿
素
行
で
あ
る
が
、
そ
（型）
の山鹿素行について書かれた文に、「『配所残筆』別には、〈世上
に
軍
法
者
多
候
共
、
…
…
〉
と
い
う
こ
と
ば
が
ひ
か
れ
て
い
る
が
、
素
行
の
（お）
在
世
当
時
に
は
軍
法
・
兵
学
が
流
行
し
て
い
た
」
と
み
》
え
る
。
『
尉
線
子
』
が
兵
書
と
い
う
言
葉
で
通
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
こ
の
頃
か
ら
で
は
な
かったか。
ま
た
、
こ
の
頃
の
軍
法
や
兵
学
は
、
「
単
な
る
戦
闘
の
技
術
か
ら
、
そ
の
兵
学
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
哲
学
や
武
士
の
日
常
的
な
あ
り
方
（
士
法
）
（妬）
に
、
し
だ
い
に
そ
の
重
点
を
う
つ
し
」
た
も
の
に
な
っ
て
い
た
。
い
わ
ば
儒
学
的
な
視
点
か
ら
研
究
さ
れ
る
軍
法
や
兵
学
で
あ
っ
た
。
三
巻
本
『
応
仁
記
』
が
「
兵
者
凶
器
也
。
串
ハ
逆
徳
也
」
と
い
う
句
を
う
け
て
、
「
徳
ヲ
修
セ
ズ
シ
テ
威
ヲ
以
人
一
一
勝
タ
ン
ト
ス
レ
バ
。
天
亦
其
晩
ヲ
奪
う
事
。
誠
ナ
ル
哉
」
と
い
う
感
想
を
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
儒
学
臭
が
強
い
。
『
尉
績
子
』
で
の
「
兵
者
凶
器
也
」
の
言
葉
は
、
「
武
器
は
不
吉
な
道
具
で
あ
り
、
争
い
は
望
ま
し
か
ら
ぬ
行
為
で
あ
り
、
軍
人
は
人
を
殺
す
の
が
使
命
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
武
力
に
訴
え
る
の
は
、
万
や
む
を
得
ぬ
場
合
の
手
段
で
（幻）
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
文
脈
で
使
わ
れ
て
お
り
、
争
は
逆
徳
ｌ
徳
一
○
一
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を
修
せ
ず
云
々
と
い
う
論
の
運
び
と
は
全
く
異
質
の
も
の
だ
っ
た
。
結
論
は
こ
う
で
あ
る
。
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
「
兵
書
日
」
以
下
の
記
述
は
、
そ
の
文
面
か
ら
み
て
も
内
容
か
ら
み
て
も
、
一
六
○
○
年
代
中
半
以
降
な
ら
ば
時
代
と
の
違
和
感
を
覚
え
ず
に
記
述
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
三
巻
本
『
応
仁
記
』
は
一
六
○
○
年
代
中
半
以
降
な
ら
存
在
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。
側
手
掛
か
り
の
検
討
（
其
の
四
）
三
巻
本
『
応
仁
記
』
か
ら
、
一
一
巻
本
『
応
仁
記
』
に
色
濃
く
あ
っ
た
野
馬
台
詩
・
百
王
思
想
に
基
づ
く
記
述
が
全
く
欠
落
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
の
検
討
に
移
る
。
三
巻
本
『
応
仁
記
』
が
一
一
巻
本
『
応
仁
記
』
と
『
応
仁
別
記
』
と
を
編
纂
し
た
も
の
と
考
え
た
と
し
て
も
、
こ
の
編
纂
を
単
に
二
書
を
よ
せ
集
め
た
も
の
と
考
え
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
は
当
然
に
編
纂
者
の
視
点
が
存
在
す
る
。
編
纂
作
業
と
は
編
纂
者
の
視
点
に
立
っ
た
歴
史
の
書
き
直
し
作
業
で
あ
る
。
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
編
纂
が
ど
う
い
う
視
点
に
立
っ
て
い
た
か
を
こ
こ
で
明
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
て
も
野
馬
台
詩
の
視
点
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
だ
け
は
わ
か
る
。
二
巻
本
『
応
仁
記
』
の
野
馬
台
詩
的
視
点
に
立
っ
た
記
述
が
、
三
巻
本
『
応
仁
記
』
に
は
何
一
つ
取
り
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
何
故
こ
の
視
点
が
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
編
纂
者
か
ら
消
え
た
の
か
。
｜
番
あ
り
う
る
可
能
性
は
、
編
纂
者
の
生
き
て
い
た
時
代
か
ら
、
世
の
中
を
野
馬
台
詩
で
認
識
す
る
と
い
う
視
点
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
人
は
時
代
の
子
で
あ
る
。
時
代
が
野
馬
台
詩
的
認
識
の
も
と
に
あ
る
時
、
そ
の
認
識
か
ら
逃
れ
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
、
時
代
が
そ
の
認
識
を
失
っ
た
な
ら
ば
、
人
も
簡
単
に
そ
の
認
識
を
失
っ
て
し
ま
う
。
法
政
史
学
第
四
十
七
号
で
は
、
野
馬
台
詩
的
認
識
に
立
っ
た
視
点
が
失
わ
れ
る
の
は
い
つ
頃
か
。
そ
れ
は
野
馬
台
詩
的
時
代
認
識
を
内
側
か
ら
支
え
て
い
た
百
王
思
想
が
意
義
を
失
っ
た
時
で
あ
る
。
百
王
思
想
と
は
、
百
王
に
よ
る
統
治
が
終
わ
る
と
王
法
仏
法
が
共
に
滅
尽
す
る
乱
世
に
落
ち
入
る
と
い
う
思
想
で
、
こ
の
思
想
の
活
力
源
は
眼
前
の
乱
世
で
あ
っ
た
。
逆
に
言
え
ば
、
世
の
混
乱
が
収
拾
し
、
し
か
も
そ
の
状
態
が
続
い
て
、
世
の
中
は
安
定
し
た
と
い
う
時
代
認
識
を
人
々
が
持
つ
よ
う
に
な
れ
ば
、
百
王
思
想
は
活
力
を
失
っ
て
風
化
し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
そ
の
時
、
野
馬
台
詩
的
時
代
認
識
も
過
去
の
も
の
と
な
る
。
人
々
が
時
代
は
安
定
し
た
と
い
う
認
識
を
持
つ
の
は
い
つ
か
。
そ
れ
は
、
江
戸
時
代
に
入
り
、
徳
川
支
配
体
制
が
あ
る
程
度
続
い
て
か
ら
だ
と
思
う
。
「
江
戸
時
代
に
学
問
が
興
隆
す
る
と
、
百
王
思
想
の
入
り
こ
む
隙
は
な
く
（”）
なった」と一一一旨われるが、学問の興隆よりはむしろ時代の安定の方
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
世
の
太
平
は
、
軍
学
や
兵
学
を
実
学
か
ら
士
法
に
変
え
た
よ
う
に
、
時
代
を
認
識
す
る
視
点
も
変
え
た
の
で
あ
る
。
新
井
白
石
は
『
読
史
余
論
』
で
、
義
政
の
治
世
を
批
判
し
て
い
る
く
だ
り
（鯛）
に
、
「
無
道
は
こ
れ
、
猿
犬
の
前
表
な
る
も
の
な
り
」
と
い
う
文
を
『
応
仁
記
』
か
ら
引
用
し
て
載
せ
て
い
る
。
こ
の
文
は
そ
れ
以
前
の
引
用
文
に
ひ
き
ず
ら
れ
て
ま
ぎ
れ
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
白
石
が
野
馬
台
詩
的
認
識
か
ら
完
全
に
は
脱
却
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
三
巻
本
『
応
仁
記
』
か
ら
野
馬
台
詩
的
視
点
が
欠
落
し
た
の
は
、
こ
の
本
が
江
戸
時
代
に
入
っ
て
世
の
中
が
安
定
し
て
か
ら
編
纂
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
こ
の
本
の
編
纂
者
は
、
白
石
に
さ
え
残
っ
て
い
た
野
馬
台
詩
の
痕
跡
を
完
全
に
払
拭
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
三
巻
本
『
応
仁
記
』
は
白
石
が
『
読
史
余
論
』
を
進
講
し
○
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た
時
よ
り
も
さ
ら
に
時
代
が
下
が
っ
て
か
ら
編
纂
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推測させる。
⑤
成
立
時
期
の
検
討
か
ら
得
た
結
論
こ
れ
ま
で
に
検
討
し
て
き
た
こ
と
か
ら
次
の
結
論
を
得
る
。
一
一
一
巻
本
『
応
仁
記
』
は
江
戸
時
代
、
そ
れ
も
新
井
白
石
が
『
読
史
余
論
』
を
進
講
し
た
頃
以
後
、
す
な
わ
ち
一
七
○
○
年
頃
以
後
に
成
立
し
た
。
こ
れ
は
通
常
三
巻
本
『
応
仁
記
』
が
成
立
し
た
と
思
わ
れ
て
い
る
室
町
時
代
末
期
の
天
文
・
永
禄
よ
り
は
百
年
以
上
も
後
で
あ
り
、
二
巻
本
『
応
仁
記
』
の
成
立
時
期
と
比
べ
る
な
ら
ば
二
百
年
以
上
も
後
で
あ
る
。
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
の
検
討
を
終
え
、
同
時
に
、
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
編
纂
者
が
そ
の
編
纂
に
あ
た
っ
て
何
故
野
馬
台
詩
的
視
点
を
取
り
入
れ
な
か
っ
た
か
、
と
い
う
疑
問
に
つ
い
て
も
考
え
た
。
こ
れ
か
ら
は
三
巻
本
『
応
仁
記
』
編
纂
の
視
点
は
何
か
と
い
う
問
題
を
考
え
た
い。こ
こ
で
、
資
料
に
の
せ
た
一
一
巻
本
『
応
仁
記
』
・
『
応
仁
別
記
』
・
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
関
係
表
を
、
備
考
欄
に
着
目
し
て
見
て
ほ
し
い
。
備
考
欄
に
○
印
が
つ
い
て
い
る
の
は
、
二
巻
本
『
応
仁
記
』
や
『
応
仁
別
記
』
に
見
え
な
い
記
事
が
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
〈
近
江
越
前
軍
之
事
〉
や
〈
山
名
入
道
逝
去
之
事
〉
の
章
の
よ
う
に
全
文
が
二
書
以
外
の
記
事
で
で
き
て
い
る
も
の
の
他
に
も
、
か
な
り
の
章
で
二
書
以
外
の
記
事
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
記
事
は
三
巻
本
『
応
仁
記
』
独
自
の
記
事
と
み
ら
れ
て
き
た
。
三
巻
本
『
応
仁
記
』
が
一
一
巻
本
『
応
仁
記
』
と
『
応
仁
別
四一一巻本『応仁記』・『応仁別記』・’一｜巻本『応仁記』（再論）
三
巻
本
『
応
仁
記
』
に
つ
い
て
（
柳
本
）
記
』
と
を
編
纂
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
立
つ
か
ぎ
り
、
編
纂
に
あ
た
っ
て
独
自
の
記
事
が
入
る
こ
と
は
編
纂
作
業
上
当
然
の
こ
と
、
逆
に
少
し
ぐ
ら
い
は
独
自
な
記
事
が
入
ら
な
い
方
が
お
か
し
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
次
の
事
実
に
気
が
つ
い
た
時
、
こ
れ
ら
の
記
事
が
本
当
に
三
巻
本
『
応
仁
記
』
独
自
の
記
事
な
の
か
ど
う
か
に
疑
問
が
生
じ
た
。
資
料
に
の
せ
た
三
書
の
関
係
表
で
、
章
立
て
に
な
っ
て
い
る
〈
近
江
越
前
軍
之
事
〉
と
〈
山
名
入
道
逝
去
之
事
〉
の
二
章
を
除
い
て
、
関
係
表
の
備
考
欄
に
印
の
つ
い
た
記
事
、
す
な
わ
ち
「
畠
山
義
就
を
め
ぐ
る
山
名
の
計
略
」
、
「
成
身
院
光
宣ら政長方につく」、「勝元、政長に落ちることを指示」、「主上内
裏
へ
還
幸
」
の
い
ず
れ
の
記
事
も
『
応
仁
広
記
』
（
こ
れ
は
『
重
編
応
仁
記
』
を
構
成
す
る
一
編
で
あ
る
）
に
そ
の
記
載
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
｜
章
が
二
巻
本
『
応
仁
記
』
と
『
応
仁
別
記
』
の
両
方
の
記
事
を
構
成
し
て
成
立
し
た
と
思
え
る
章
の
、
そ
の
記
事
の
並
び
方
も
『
応
仁
広
記
』
の
記
事
の
並
び
方
と
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
室
町
軍
記
総
覧
』
は
『
重
編
応
仁
記
」
に
つ
い
て
「
宝
永
年
間
二
七
（卯）
○
一
二
－
’
七
一
一
）
、
小
林
正
甫
の
作
」
と
述
べ
、
そ
れ
を
構
成
す
る
『
応
仁
広
記
」
に
つ
い
て
は
、
「
応
仁
広
記
は
応
仁
の
乱
の
顛
末
を
描
い
た
も
の
で
全
五
巻
（
中
略
）
『
三
巻
本
応
仁
記
』
を
核
に
多
く
の
資
料
で
整
え
た
も
の
で
あ
る
。
巻
五
の
最
後
に
は
『
応
仁
記
』
の
『
野
馬
台
詩
』
の
注
解
と
序
（釦）
が
置
か
れ
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
」
と
書
い
て
い
る
。
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
成
立
時
期
を
天
文
・
永
禄
以
降
と
い
う
見
解
を
と
る
か
ぎ
り
、
天
文
・
永
禄
と
宝
永
と
い
う
年
号
の
順
序
に
し
た
が
っ
て
、
こ
の
『
室
町
軍
記
総
覧
』
の
解
説
の
よ
う
に
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
し
て
、
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
記
事
で
、
二
巻
本
「
応
仁
記
』
や
『
応
仁
別
記
』
の
○
＝
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記
事
と
重
な
ら
な
い
も
の
は
や
は
り
三
巻
本
『
応
仁
記
』
独
自
の
記
事
で
あ
り
、
「
応
仁
広
記
』
は
三
巻
本
『
応
仁
記
』
を
核
に
整
え
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
『
応
仁
広
記
』
と
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
記
事
の
並
び
方
も
一
致
し
て
当
然
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
だ
が
、
前
の
節
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
成
立
時
期
を
一
七
○
○
年
頃
以
降
だ
と
す
る
と
、
『
応
仁
広
記
』
が
宝
永
年
間
二
七
（犯）
○一’’’一｜）に成立したとされていることとを考えあわせて、一一一
巻
本
『
応
仁
記
』
と
『
応
仁
広
記
』
と
の
関
係
は
、
必
ず
し
も
『
室
町
軍
記
総
覧
』
で
言
う
よ
う
な
『
応
仁
広
記
』
が
三
巻
本
『
応
仁
記
』
を
参
照
に
し
た
と
い
う
関
係
ば
か
り
が
成
り
た
つ
わ
け
で
は
な
い
。
三
巻
本
『
応
仁
記
』
が
『
応
仁
広
記
』
を
参
照
に
し
た
と
い
う
関
係
も
成
り
た
ち
う
る
。
そ
し
て
、
こ
の
後
者
の
関
係
が
成
立
す
る
な
ら
ば
、
三
巻
本
「
応
仁
記
」
が
一
一
巻
本
『
応
仁
記
』
と
『
応
仁
別
記
』
と
を
編
纂
整
理
し
て
成
立
し
た
と
い
う
考
え
は
修
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
三
巻
本
『
応
仁
記
』
独
自
の
記
事
と
見
ら
れ
て
い
た
記
事
も
『
応
仁
広
記
』
を
引
き
写
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
次
に
、
三
巻
本
『
応
仁
記
』
が
『
応
仁
広
記
」
を
参
照
に
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
『
応
仁
広
記
』
が
三
巻
本
『
応
仁
記
』
を
参
照
に
し
た
の
か
、
と
い
う
問
題
を
考
え
る
。
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
編
纂
の
視
点
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
は
、
こ
の
問
題
に
解
決
を
与
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
五
三
巻
本
『
応
仁
記
』
と
『
応
仁
広
記
』
三
巻
本
『
応
仁
記
』
と
『
応
仁
広
記
』
の
、
ど
ち
ら
が
ど
ち
ら
を
参
照
し
法
政
史
学
第
四
十
七
号
た
の
か
を
は
っ
き
り
と
示
す
も
の
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
の
関
係
は
推
量
す
る
し
か
な
い
。
両
書
の
関
係
を
推
量
す
る
手
立
て
は
二
つ
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
『
重
編
応
仁
記
』
白
応
仁
広
記
』
は
そ
の
一
編
で
あ
る
）
に
「
発
題
」
と
題
し
た
前
書
が
付
い
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
両
書
の
同
主
旨
の
内
容
の
文
を
比
較
し
な
が
ら
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る。
Ⅲ
「
発
題
」
の
検
討
『
重
編
応
仁
記
』
の
「
発
題
」
に
は
、
そ
の
筆
記
の
目
的
が
、
応
仁
の
乱
前
よ
り
永
禄
の
初
め
に
い
た
る
ま
で
の
「
戦
国
の
最
中
」
の
公
方
家
の
こ
と
を
知
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
い
ろ
い
ろ
な
書
物
を
参
照
し
た
、
と
書
い
て
あ
る
。
何
故
そ
う
し
た
目
的
を
持
っ
た
の
か
。
「
干
し
期
近
世
の
倭
者
文
章
を
荘
り
理
義
を
巧
み
、
利
口
に
時
勢
を
作
り
成
し
て
、
旧
記
宜
録
と
櫓
す
る
偽
書
（”）
往
々
又
惟
多
し
」
。
そ
う
し
た
信
用
す
る
に
た
り
な
い
も
の
が
世
の
中
に
流
布
し
て
い
る
。
「
凡
そ
古
を
好
ん
で
旧
記
を
見
ん
と
欲
す
る
人
は
、
只
宜
録
を
好
ん
で
事
實
を
執
り
、
疑
し
き
事
を
閥
て
臆
度
の
説
を
用
ふ
く
か
ら
ず
。
是
れ
旧
記
を
讃
の
用
心
也
。
抑
應
仁
丁
亥
の
乱
よ
り
し
て
室
町
家
衰
庵
し
、
天
下
戦
國
と
成
る
事
百
二
十
餘
年
、
本
朝
未
曾
有
の
乱
世
に
て
、
古
記
、
旧
文
、
諸
家
の
書
籍
、
或
は
焼
失
或
は
紛
失
、
幾
萬
秩
共
無
二
限
量
一
悉
く
減
（狐）
却
し
て
、
僅
残
る
者
只
百
分
の
一
を
存
す
」
。
そ
の
せ
い
も
あ
っ
て
、
応
仁
の
乱
前
後
よ
り
永
禄
の
初
め
ま
で
の
戦
国
の
時
期
に
つ
い
て
は
公
方
家
の
こ
と
は
知
り
が
た
い
（
永
禄
以
降
に
つ
い
て
は
信
長
記
、
天
正
記
へ
太
閤
記
を
は
じ
め
と
し
て
多
数
の
旧
記
が
あ
る
）
。
そ
こ
で
、
そ
の
時
期
の
こ
と
を
記
一○四
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す
も
の
を
尋
ね
、
「
予
於
レ
是
此
の
數
十
部
の
中
よ
り
し
て
要
用
を
披
ひ
取
り
、
寅
事
を
撰
り
出
し
、
其
疑
し
き
を
閾
き
年
序
に
従
て
其
の
類
次
を
分
ち
、
集
め
て
一
部
の
書
を
述
し
、
遍
に
旧
記
の
名
を
不
し
除
、
字
を
加
え
て
（妬）
重編應仁記と號す」。
そ
し
て
「
発
題
」
の
文
中
に
、
本
朝
歴
代
の
旧
記
と
し
て
『
応
仁
記
』
の
名
を
あ
げ
、
そ
の
ほ
か
『
重
編
応
仁
記
』
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
尋
ね
見
た
「
武
家
の
旧
記
に
は
寛
正
記
を
始
と
し
て
、
蜷
川
親
元
が
日
記
、
異
本
應
仁
記
、
長
享
年
後
兵
飢
記
、
所
々
御
成
次
第
、
御
人
數
帳
、
御
元
服
記
、
穴
（犯）
太
記
、
十
五
巻
記
、
皆
公
方
家
の
事
を
述
ぶ
」
と
記
し
て
、
『
異
本
応
仁
記
』
の
名
を
あ
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
発
題
」
に
は
『
応
仁
記
』
と
『
異
本
応
仁
記
』
と
い
う
二
冊
の
書
名
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
『
応
仁
広
記
』
の
総
目
録
（
Ⅱ
目
次
）
を
見
る
と
、
巻
第
五
に
〈
偶
鼠
草
案
井
序
〉
と
い
う
一
章
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
章
は
二
巻
本
『
応
仁
記
』
の
序
お
よ
び
そ
れ
に
続
く
始
め
の
部
分
と
同
文
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
『
重
編
応
仁
記
』
の
作
者
が
二
巻
本
『
応
仁
記
』
を
参
照
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「
発
題
」
に
い
う
『
応
仁
記
』
と
は
、
多
分
、
二
巻
本
『応仁記』のことと思われる。
で
は
、
「
発
題
」
に
言
う
『
異
本
応
仁
記
』
と
は
い
か
な
る
内
容
の
も
の
か。『
重
編
応
仁
記
』
執
筆
の
目
的
が
公
方
家
の
こ
と
を
知
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
は
『
応
仁
別
記
』
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
『
応
仁
別
記
』
の
特
徴
を
書
い
た
と
こ
ろ
で
も
述
べ
た
が
、
『
応
仁
別
記
』
に
は
公
方
家
（
義
視
も
公
方
家
で
あ
る
）
に
つ
い
て
の
記
述
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
三
巻
本
『
応
仁
記
』
に
つ
い
て
（
柳
本
）
『
異
本
応
仁
記
』
が
三
巻
本
「
応
仁
記
』
で
あ
る
可
能
性
は
な
い
か
。
『
重
編
応
仁
記
』
の
作
者
の
、
す
で
に
引
用
し
た
旧
記
を
取
り
扱
う
と
き
の
態
度
を
考
え
る
な
ら
、
そ
の
可
能
性
は
少
な
い
と
思
う
。
『
異
本
応
仁
記
』
が
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
こ
と
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
作
者
は
、
そ
の旧記を扱う態度から推量するに、三巻本『応仁記」の記事で一一
巻
本
『
応
仁
記
』
に
は
見
え
な
い
記
事
に
つ
い
て
は
そ
の
虚
実
を
ざ
っ
と
で
も
確
か
め
る
作
業
を
し
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
し
た
作
業
の
過
程
で
、
作
者
が
『
応
仁
別
記
』
の
存
在
を
知
る
こ
と
は
さ
ほ
ど
む
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
（
新
井
白
石
は
日
記
に
入
手
し
た
書
物
の
名
前
を
書
い
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
『
応
仁
別
記
』
の
名
前
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
）
。
そ
う
し
た
場
合
、
こ
の
作
者
は
『
応
仁
別
記
』
に
該
当
す
る
書
物
の
名
前
も
尋
ね
見
た
武
家
の
旧
記
の
リ
ス
ト
の
中
に
書
い
た
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
リ
ス
ト
の
中
に
、
応
仁
記
の
名
を
つ
け
た
旧
記
が
『
異
本
応
仁
記
」
の
一
冊
だ
け
で
な
く
も
う
一
冊
書
か
れ
た
は
ず
だ
。
こ
う
考
え
れ
ば
、
『
異
本
応
仁
記
』
は
三
巻
本
『
応
仁
記
』
で
は
な
く
、
『
応
仁
別
記
』
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
上
か
ら
、
『
重
編
応
仁
記
』
の
作
者
は
二
巻
本
『
応
仁
記
』
と
『
応
仁
別
記
』
と
を
目
に
し
て
い
た
こ
と
は
わ
か
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
三
巻
本
『
応
仁
記
』
を
見
て
い
な
い
と
い
う
保
証
は
な
い
。
作
者
は
三
巻
本
『
応
仁
記
』
を
見
た
が
、
そ
れ
を
見
た
と
い
う
こ
と
を
書
き
た
く
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
か
ら
だ
。
だ
が
こ
う
し
た
考
え
は
次
の
事
実
に
よ
っ
て
根
拠
の
弱
い
も
の
に
な
る
。
も
し
、
『
重
編
応
仁
記
』
の
作
者
が
、
『
応
仁
広
記
』
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
通
常
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
三
巻
本
『
応
仁
記
』
を
骨
子
に
したのなら、作者は何故一一一巻本『応仁記』の巻三にあるく洛中大
僥
之
事
〉
の
章
を
骨
子
と
し
て
取
り
入
れ
な
か
っ
た
の
か
。
し
か
も
、
骨
子
一○五
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と
し
て
取
り
入
れ
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
〈
洛
中
大
僥
之
事
〉
の
も
と
の
形
で
あ
る
二
巻
本
『
応
仁
記
』
の
文
を
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
『
応
仁
広
記
』
巻第五に付録のような扱いで〈堰鼠草案井序〉と題して載せたの
か
。
『
応
仁
広
記
』
が
三
巻
本
『
応
仁
記
』
を
骨
子
と
し
て
書
か
れ
た
と
考
え
る
か
ぎ
り
、
こ
の
こ
と
を
説
明
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
、
逆
に
、
三
巻
本
『
応
仁
記
』
が
『
応
仁
広
記
』
を
参
照
に
し
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
事
実
に
も
説
明
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
『
応
仁
広
記
』
で
付
録
扱
い
さ
れ
て
い
た
く
値
鼠
草
案
井
序
〉
か
ら
京
都
の
焼
け
た
描
写
の
記
事
を
切
り
と
り
、
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
て
一
章
と
な
し
、
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
当
該
箇
所
に
〈
洛
中
大
僥
之
事
〉
と
し
て
入
れ
た
、
と
。
（
〈
洛
中
大
僥
之
事
〉
に
関
し
て
は
後
で
述
べ
る
が
、
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
こ
の
記
事
の
扱
い
は
誤
っ
て
お
り
、
「
応
仁
広
記
』
の
付
録
扱
い
の
方
が
正
し
い
処
理
で
あ
る
）
。
こ
う
し
て
、
あ
く
ま
で
推
量
で
は
あ
る
が
、
三
巻
本
『
応
仁
記
』
が
『
応
仁
広
記
』
を
参
照
に
し
た
と
考
え
る
方
が
、
そ
の
逆
で
あ
る
と
考
え
る
よ
り
（”）
も
納
得
が
い
く
の
で
あ
る
。
②
両
書
の
文
章
の
比
較
に
よ
る
検
討
以
下
に
、
記
事
の
出
典
が
二
巻
本
『
応
仁
記
」
に
よ
る
〈
例
１
〉
・
〈
例
２
〉
と
、
『
応
仁
別
記
』
を
記
事
の
出
典
と
す
る
〈
例
３
〉
と
を
示
す
。
①〈例１〉
二
巻
本
『
応
仁
記
』
ｌ
さ
て
元
綱
が
足
弱
共
は
、
丹
波
を
指
し
て
落
行
け
ば
、
跡
間
ふ
者
（犯）
も
な
か
り
し
に
、
此
六
郎
に
近
付
き
し
僧
の
あ
り
け
る
が
、
。
…
：
『応仁広記』
法
政
史
学
第
四
十
七
号
’
抑
そ
安
富
元
綱
ガ
残
兵
等
皆
丹
波
路
へ
落
行
キ
討
死
ヲ
遂
シ
面
々
ノ
死
骸
ヲ
治
ム
ル
モ
ノ
ナ
カ
リ
シ
一
一
常
二
細
川
六
郎
ニ
近
付
ク
ル
｜
人
（卵）
ノ
禅
僧
来
テ
死
骸
ド
モ
取
納
メ
…
：
・
三
巻
本
「
応
仁
記
』
ｌ
元
綱
ガ
手
ノ
者
ド
モ
丹
波
へ
落
行
．
死
骸
ヲ
治
ル
人
モ
ナ
カ
リ
シ
（㈹）
二
。
六
郎
ニ
近
付
シ
禅
僧
来
テ
死
骸
ド
モ
ト
リ
治
メ
。
：
．
…
右
の
例
で
、
二
巻
本
『
応
仁
記
』
で
は
「
此
六
郎
に
近
付
き
し
僧
の
あ
り
け
る
が
」
と
書
か
れ
て
い
る
部
分
が
、
『
応
仁
広
記
』
で
は
「
常
一
一
細
川
六
郎
ニ
近
付
ク
ル
｜
人
ノ
禅
僧
来
テ
」
と
書
か
れ
て
い
て
、
来
た
の
は
見
も
知
ら
ず
の
僧
で
は
な
く
、
常
に
六
郎
に
近
づ
い
て
い
た
僧
だ
と
の
説
明
を
加
え
て
い
る
。
だ
が
、
三
巻
本
『
応
仁
記
』
で
は
「
六
郎
ニ
近
付
シ
禅
僧
来
テ
」
と
書
い
て
あ
る
。
こ
の
文
は
よ
く
読
む
と
意
味
不
明
で
あ
る
。
こ
の
意
味
不
明
は
、
三
巻
本
『
応
仁
記
』
が
一
一
巻
本
『
応
仁
記
』
と
『
応
仁
別
記
』
と
の
折
衷
に
失
敗
し
た
結
果
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
に
陰
に
腰
障
Ｆ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｏ
此対郎口同判別劃ｕ僧ありけるが
＋
「応に広記』
常二細川六郎ニ近付クル｜人ノ禅僧来一プ
ーー葱本『応仁記」一
六
郎
二
近
付
シ
禅
僧
来
テ
（
↑
意
味
不
明
瞭
）
ｏ〈例２〉
二
巻
本
『
応
仁
記
』
ｌ
此
六
郎
十
六
歳
を
一
期
と
し
て
、
や
み
や
み
と
討
た
れ
け
れ
ば
、
（い）
惜しまぬ人｝」そなかりけれ。
『応仁広記』
’○六
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（枢）
１
１
－
六
郎
今
年
十
六
歳
宴
ニ
オ
シ
キ
若
武
者
ト
ソ
云
ケ
ル
三
巻
本
『
応
仁
記
』
（い）
‐１１今年ハ六郎殿十六歳卜聞エシ。
右
の
例
で
、
二
巻
本
『
応
仁
記
』
と
『
応
仁
広
記
』
と
は
同
じ
主
旨
の
文
で
あ
る
。
だ
が
、
三
巻
本
『
応
仁
記
』
は
「
今
年
ハ
六
郎
殿
十
六
歳
卜
聞
エ
シ
」
と
書
い
て
終
わ
っ
て
お
り
、
あ
た
か
も
『
応
仁
広
記
」
か
ら
そ
の
前
の
部
分
だ
け
を
と
っ
た
か
た
ち
と
な
っ
て
い
る
。
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
こ
の
文
は
、
確
か
に
こ
れ
で
も
意
味
は
通
じ
る
が
、
前
後
の
内
容
に
て
ら
し
て
み
る
な
ら
ば
唐
突
な
文
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
の
例
で
の
文
の
参
照
の
流れは、二巻本『応仁記』↓『応仁広記』↓一一一巻本『応仁記』と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ｏ〈例３〉
『応仁別記』
ｌ
美
作
国
ハ
山
名
修
理
大
夫
政
情
ノ
伯
父
也
．
掃
部
頭
在
国
シ
テ
堅
固
二
居
ラ
レ
ケ
レ
バ
。
一
同
一
一
打
明
度
ハ
恩
へ
ド
モ
。
先
京
都
へ
可
二
（“）
罷
上
一
ノ
由
急
々
ア
リ
ケ
レ
バ
。
先
閣
一
ア
上
洛
ト
ゾ
間
シ
。
『応仁広記』
ｌ
美
作
ハ
山
名
修
理
大
夫
政
情
ノ
領
国
ニ
テ
伯
父
掃
部
頭
在
国
堅
固
也
是
ヘ
モ
攻
入
テ
打
平
ケ
ク
ク
恩
ヒ
ケ
レ
ト
モ
京
ノ
軍
近
々
也
卜
傳
へ
（帽）
聞一ナ作州ヲ打捨馳上リヌ
三
巻
本
『
応
仁
記
』
ｌ
美
作
ハ
山
名
修
理
大
夫
政
情
ノ
伯
父
掃
部
頭
在
国
シ
テ
堅
固
一
一
居
ケ
レ
バ
。
切
入
度
思
へ
ド
モ
。
京
都
へ
急
ナ
リ
ヶ
レ
バ
。
先
閣
テ
上
洛
（“）ス。
三
巻
本
『
応
仁
記
』
に
つ
い
て
（
柳
本
）
右
の
例
で
は
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
粗
雑
さ
が
目
に
つ
く
。
「
京
都
へ
急
ナ
リ
ケ
レ
パ
」
と
あ
る
が
、
何
が
急
な
の
か
わ
か
ら
な
く
、
意
味
不
明
瞭
で
あ
る
。
こ
の
意
味
不
明
瞭
さ
は
『
応
仁
別
記
』
の
「
先
京
都
へ
可
二
罷
上
一
ノ
由
急
々
ア
リ
ケ
レ
パ
」
と
い
う
記
事
を
無
造
作
に
短
縮
し
た
か
ら
だ
。
こ
れ
に
対
し
、
「
応
仁
広
記
』
で
「
京
ノ
軍
近
々
也
卜
傳
へ
間
テ
作
州
ヲ
打
捨
馳
上
リ
ヌ
」
と
書
か
れ
た
文
は
、
主
旨
と
し
て
は
『
応
仁
別
記
』
と
同
じ
、
し
か
も
内
容
か
ら
い
う
と
『
京
ノ
軍
近
々
也
卜
傳
へ
間
テ
」
と
い
う
『
応
仁
別
記
』
と
は
別
の
情
報
も
入
っ
て
い
る
。
『
応
仁
広
記
」
と
三
巻
本
『
応
仁
記
』
と
を
比
べ
て
み
る
と
、
一
一
一
巻
本
『
応
仁
記
』
の
記
事
は
粗
雑
・
意
味
不
明
瞭
で
あ
る
の
に
対
し
、
『
応
仁
広
記
』
の
文
は
首
尾
一
貫
し
て
い
る
。
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
粗
雑
さ
は
既
成
の
文
を
切
り
継
ぎ
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
〈
例
１
〉
・
〈
例
２
〉
で
も
見
ら
れ
た
態
度
だ
。
そ
の
結
果
、
三
巻
本
『
応
仁
記
』
に
は
二
巻
本
『
応
仁
記
』
ま
た
は
『
応
仁
別
記
』
と
『
応
仁
広
記
』
と
の
は
ざ
ま
に
立
っ
た
と
し
か
思
え
な
い
意
味
不
明
瞭
な
箇
所
や
唐
突
な
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
姿
勢
か
ら
う
け
る
印
象
か
ら
判
断
す
る
に
、
一
一
一
巻
本
『
応
仁
記
』
の
作
者
は
二
巻
本
『
応
仁
記
』
や
『
応
仁
別
記
』
に
は
な
い
独
自
の
記
事
を
調
べ
て
あ
ち
こ
ち
につけ加えることができるとはとても思えないのである。
０
検
討
に
よ
り
得
た
結
論
右
に
検
討
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
三
巻
本
『
応
仁
記
』
が
『
応
仁
広
記
』
を
参
照
し
た
と
推
測
す
る
。
す
な
わ
ち
、
三
巻
本
『
応
仁
記
』
は
二
巻
本
『
応
仁
記
』
・
『
応
仁
別
記』・『応仁広記』の一一一書から構成された。ただ、’一一巻本『応仁
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記
』
の
文
の
出
来
方
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
二
巻
本
『
応
仁
記
』
と
『
応
仁
別
記
』
の
両
者
に
共
通
す
る
時
期
の
記
述
に
つ
い
て
は
（
つ
ま
り
応
仁
元
年
十
月
合
戦
ま
で
の
記
述
に
つ
い
て
は
）
三
巻
本
『
応
仁
記
』
は
構
成
を
『
応
仁
広
記
』
に
借
り
、
文
は
で
き
る
か
ぎ
り
二
巻
本
『
応
仁
記
』
や
『
応
仁
別
記
』
を
参
照
し
て
作
成
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
二
巻
本
『
応
仁
記
』
の
記
事
が
終
わ
っ
た
後
の
時
期
（
Ⅱ
応
仁
元
年
十
月
合
戦
以
降
）
に
つ
い
て
は
、
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
編
纂
者
は
『
応
仁
広
記
』
か
ら
も
離
れ
、
た
だ
『
応
仁
別
記
』
を
転
写
す
る
こ
と
に
終
始
し
た。三巻本『応仁記』の巻一一一のはじめに、応仁の乱と直接かかわり
を
持
た
な
い
と
思
わ
れ
る
〈
赤
松
家
傳
之
事
井
神
璽
御
事
〉
の
章
が
置
か
れ
て
い
る
の
も
、
そ
の
記
事
が
『
応
仁
別
記
』
に
は
応
仁
元
年
十
月
合
戦
よ
り
も
後
に
書
か
れ
て
い
た
た
め
、
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
編
纂
者
が
深
く
考
え
ず
に
『
応
仁
別
記
』
を
た
だ
転
写
し
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
こ
と
な
の
で
あ
（仰）る。二
巻
本
『
応
仁
記
』
・
『
応
仁
別
記
』
・
「
応
仁
広
記
』
か
ら
三
巻
本
『
応
仁
記
』
を
構
成
・
編
纂
し
た
編
纂
者
の
視
点
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
。
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
編
纂
者
は
そ
の
巻
三
に
、
『
応
仁
別
記
』
に
は
な
い
〈
洛
中
大
僥
之
事
〉
、
〈
近
江
越
前
軍
ノ
事
〉
、
〈
山
名
入
道
逝
去
之
事
〉
の
三
章
を
あ
ら
た
に
つ
け
加
え
た
。
こ
の
う
ち
、
〈
山
名
入
道
逝
去
之
事
〉
の
章
は
特
に
注
目
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
章
は
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
最
後
に
置
か
れ
、
そ
の
結
果
、
応
仁
の
乱
の
記
述
は
そ
の
原
因
、
そ
の
展
開
、
六
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
編
纂
者
の
視
点
ｌ
〈
山
名
入
道
逝
去
之
事
〉
法
政
史
学
第
四
十
七
号
そ
の
結
末
と
一
つ
の
ま
と
ま
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
応
仁
の
乱
の
記
述
に
完
結
を
も
た
ら
せ
て
い
る
こ
と
が
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
他
の
書
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
〈
山
名
入
道
逝
去
之
事
〉
で
応
仁
の
乱
に
結
末
を
与
え
た
こ
と
の
中
に
、
三
巻
本
『応仁記』の編纂者の視点が示されている。
応
仁
の
乱
の
結
末
を
い
つ
に
す
る
か
は
応
仁
の
乱
に
対
す
る
見
方
を
示
す
も
の
と
な
る
。
た
と
え
ば
文
明
九
年
に
結
末
を
見
る
と
す
る
と
、
そ
れ
は
応
仁
の
乱
を
洛
中
の
戦
闘
状
況
に
重
き
を
置
い
て
見
る
見
方
と
な
ろ
う
。
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
編
纂
者
は
細
川
勝
元
・
山
名
宗
全
の
死
に
応
仁
の
乱
の
結
末
を
見
た
。
し
か
も
応
仁
の
乱
を
両
氏
の
私
闘
と
み
な
す
視
点
に
立
っ
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
編
纂
者
は
両
者
の
死
に
関
連
し
て
漢
の
魏
其
侯
賓
嬰
と
武
安
侯
田
紛
の
故
事
を
持
っ
て
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
「
魏
其
は
ま
こ
と
に
時
勢
の
推
移
を
知
ら
ず
、
灌
夫
は
無
学
で
不
遜
で
あ
り
、
こ
の
両
者
が
助
け
あ
っ
て
禍
を
ひ
き
お
こ
し
た
の
で
あ
る
。
武
安
は
尊
貴
の
身
を
た
の
ん
で
権
勢
を
好
み
、
酒
林
献
酬
の
こ
と
で
恨
み
を
も
ち
、
両
賢
人
を
お
と
し
入
れ
た
。
哀
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
。
怒
り
を
ひ
と
に
う
つ
し
て
、
わ
が
命
も
ま
た
の
び
ず
、
衆
人
に
推
重
さ
れ
な
い
で
、
つ
い
に
悪
評
（妃）
を
こ
う
む
っ
た
．
哀
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
」
ｌ
こ
う
司
馬
遷
に
批
評
さ
れ
た
魏
其
と
武
安
は
私
的
な
争
い
ゆ
え
に
命
を
な
く
し
た
。
そ
し
て
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
編
纂
者
は
魏
其
に
宗
全
を
、
武
安
に
勝
元
を
擬
し
て
、
宗
全
も
勝
元
も
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
と
い
い
た
い
の
で
あ
る
。
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
編
纂
者
の
応
仁
の
乱
を
見
る
視
点
が
、
宗
全
と
勝
元
の
私
闘
と
見
る
視
点
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
編
纂
者
が
安
定
し
た
時
代
か
ら
乱
世
を
見
て
い
た
た
め
に
、
応
仁
の
乱
の
頃
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時
代
そ
の
も
の
が
変
動
の
渦
中
に
あ
っ
た
と
い
う
視
点
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
三
巻
本
『
応
仁
記
』
が
編
纂
さ
れ
た
江
戸
時
代
中
期
に
、
乱
と
い
っ
た
ら
、
そ
れ
は
徳
川
家
支
配
と
い
う
安
定
し
た
基
盤
の
上
に
立
っ
て
起
き
た
御
家
騒
動
的
な
乱
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
時
代
全
体
が
動
揺
し
て
い
た
乱
世
と
い
う
も
の
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る。二
巻
本
『
応
仁
記
』
の
作
者
は
時
代
の
動
乱
の
中
か
ら
乱
を
見
た
。
乱
を
山
名
・
細
川
二
雄
の
争
い
と
み
た
の
は
時
代
を
認
識
す
る
た
め
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
編
纂
者
は
安
定
の
中
か
ら
乱
を
見
た
。
そ
の
た
め
、
二
巻
本
『
応
仁
記
』
で
は
時
代
を
見
る
視
点
で
も
あ
っ
た
二
雄
の
争
い
が
、
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
編
纂
者
に
は
文
字
ど
お
り
一
一
雄
の
争
い
と
見
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
乱
を
二
雄
を
使
っ
て
解
説
す
る
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
「
兵
者
凶
器
也
。
争
ハ
逆
徳
也
」
と
い
う
教
訓
的
・儒学的な解説であった。
た
だ
、
こ
こ
で
編
纂
者
の
勝
元
と
宗
全
に
対
す
る
態
度
を
み
る
と
、
勝
元
に
よ
り
批
判
的
で
あ
る
の
に
気
づ
く
。
宗
全
の
七
十
歳
の
死
に
は
精
力
の
つ
き
た
死
で
あ
る
と
述
べ
る
が
、
勝
元
の
四
十
四
歳
の
死
に
つ
い
て
は
、
「
血
（ぬ）
気
二
誇
り
事
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
。
｜
方
果
ヌ
レ
バ
必
ズ
死
ヌ
ル
」
と
い
い
、
さ
ら
に
、
「
徳
ヲ
修
セ
ズ
シ
テ
威
ヲ
以
人
一
一
勝
タ
ン
ト
ス
レ
バ
。
天
亦
其
晩
ヲ
奪
う
事
。
誠
ナ
ル
哉
」
と
評
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
三
巻
本
『
応
仁
記
』
は
細
川
勝
元
に
好
意
的
で
あ
る
と
一
般
に
は
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
三
（卯）
巻
本
『
応
仁
記
』
が
参
照
し
た
『
応
仁
別
記
」
や
『
応
仁
広
記
』
が
勝
一
元
に
好
意
的
で
あ
っ
た
の
を
反
映
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
三
巻
本
『
応
仁
記
』
に
つ
い
て
（
柳
本
）
『
重
編
応
仁
記
』
は
「
発
題
」
に
も
あ
る
よ
う
に
、
「
年
序
に
従
っ
て
其
類
次
を
分
」
け
た
た
め
に
年
代
記
的
作
品
と
な
っ
た
。
こ
の
『
重
編
応
仁
記
』
（
こ
こ
で
は
そ
の
一
編
を
な
す
『
応
仁
広
記
』
）
に
準
拠
し
た
三
巻
本
『
応
仁
記
』
も
そ
れ
を
反
映
し
て
、
記
事
は
だ
い
た
い
年
代
順
に
並
ん
で
い
る
。
巻
三
の
〈
洛
中
大
僥
之
事
〉
の
章
は
、
そ
の
記
事
中
に
特
に
年
月
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
年
代
記
的
な
構
成
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
前
後
の
章
の
記
事
の
年
月
か
ら
〈
洛
中
大
僥
之
事
〉
の
年
月
を
推
量
さ
せ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
〈
洛
中
大
僥
之
事
〉
は
〈
今
出
川
殿
御
上
洛
之
事
〉
と
〈
義
視
西
陣
へ
御
出
之
事
〉
の
両
章
の
記
事
に
は
さ
ま
れ
て
お
り
、
前
者
の
記
事
は
応
仁
元
年
八
月
か
ら
応
仁
二
年
十
月
の
間
の
記
事
、
後
者
の
記
事
は
応
仁
二
年
十
一
月
か
ら
応
仁
一
一
一
年
（
文
明
元
年
）
五
月
の
間
の
記
事
で
あ
る
か
ら
、
〈
洛
中
大
僥
之
事
〉
の
記
事
は
だ
い
た
い
応
（別）
仁
二
年
末
頃
の
状
況
を
叙
述
し
て
い
る
と
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
〈
洛
中
大
僥
之
事
〉
の
記
事
に
日
付
を
特
定
す
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
。
こ
の
記
事
は
本
来
日
付
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
記
事
だ
か
ら
で
ある。何故
日
付
を
付
け
ら
れ
な
い
記
事
な
の
か
。
そ
の
理
由
は
、
〈
洛
中
大
僥
之
事
〉
の
記
事
が
、
二
巻
本
『
応
仁
記
』
上
巻
の
全
文
六
十
頁
の
う
ち
十
二
頁
を
占
め
る
京
の
昔
日
の
回
顧
の
叙
述
を
抜
粋
し
て
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
た
記
事
だ
か
ら
で
あ
る
（
た
だ
、
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
編
纂
者
は
二
巻
本
『
応
仁
記
』
の
文
で
は
な
く
、
こ
れ
と
全
く
同
文
で
あ
る
『
応
仁
広
記
』
巻
第
五
〈
堰
鼠
草
案
井
序
〉
の
文
を
使
っ
て
抜
粋
。
七
一
一
一
巻
本
『
応
仁
記
』
の
編
纂
で
生
じ
た
誤
り
ｌ
〈
洛
中
大
嶢
之
事
〉
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編
集
し
た
）
。
二
巻
本
『
応
仁
記
』
の
成
立
は
文
明
五
年
以
降
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
京
の
回
顧
の
叙
述
も
文
明
五
年
以
降
に
書
か
れ
た
。
従
っ
て
、
二
巻
本
『
応
仁
記
』
の
作
者
が
回
顧
を
呼
び
お
こ
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
眼
前
の
光
景
は
文
明
五
年
以
降
の
光
景
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
眼
前
の
光
景
と
比
較
し
て
京
の
昔
日
を
回
顧
し
叙
述
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
回
顧
に
は
日
付
な
ど
ど
う
で
も
い
い
の
で
あ
る
。
「七百餘歳の花の洛、今何ぞ犬戎の境となるや。これに就て近
代
、
予
が
見
及
ぶ
所
、
京
白
川
へ
か
け
て
、
二
十
萬
軒
の
人
家
、
皆
郊
野
と
な
り
ぬ
る
事
を
ば
先
ず
措
い
て
、
佛
閣
僧
坊
、
大
家
大
仁
の
旧
迩
、
悉
く
絶
え
果
て
て
、
名
を
さ
え
残
さ
ざ
る
こ
と
、
歎
か
は
し
く
存
ず
る
ま
ま
、
閑
居
（塊）
の
い
と
ま
に
、
略
し
て
其
の
一
一
一
を
挙
げ
、
以
て
後
の
君
子
を
待
つ
」
ｌ
こ
れ
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
二
巻
本
『
応
仁
記
』
の
作
者
は
京
都
の
昔
日
を
回
顧
し
て
記
録
に
と
ど
め
た
い
だ
け
な
の
で
あ
る
。
〈
洛
中
大
僥
之
事
〉
で
は
、
「
花
洛
ハ
員
一
一
名
一
一
負
う
平
安
城
ナ
リ
シ
ｏ
Ｃ
Ｏ
ｏ
（
副
）
二
・
不
し
量
應
仁
ノ
兵
乱
二
依
一
ナ
。
今
赤
土
ト
成
ニ
ケ
リ
」
と
、
い
ま
眼
前
に
生
じ
た
事
実
で
あ
る
か
の
よ
う
な
書
き
方
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
同
じ
部
分
が
二
巻
本
『
応
仁
記
』
で
は
、
「
…
…
故
に
九
重
莞
を
並
べ
、
萬
国
筐
を
棒
ぐ
。
江
の
南
北
、
湖
の
東
西
、
虚
と
し
て
朝
せ
ず
と
い
ふ
こ
と
無
し
。
眞
に
名
に
負
ふ
平
安
城
な
り
し
に
、
量
ら
ざ
り
き
、
應
仁
の
兵
乱
に
依
り
Ｃ
Ｏ
Ｃ
ｏ
ｏ
（
別
）
て、今赤土とならんとは。：…」と書かれていて、乱によって焼か
れ
る
前
の
、
「
高
宮
雲
に
聟
え
、
複
道
空
に
行
く
。
五
歩
に
一
槙
、
十
歩
に
一
闇
、
出
入
騒
人
の
墨
客
、
心
を
留
め
ざ
る
は
な
か
り
け
り
」
と
い
う
情
景
を
描
く
た
め
の
導
入
の
役
割
を
ふ
り
あ
て
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
三
巻
本
『
応
仁
記
』
で
も
「
高
宮
…
…
」
以
下
の
部
分
が
そ
っ
く
り
引
き
写
さ
れ
法
政
史
学
第
四
十
七
号
て
い
る
が
、
そ
の
前
の
文
を
「
赤
土
ト
ナ
リ
ニ
ケ
リ
」
と
書
き
改
め
た
た
め
に
、
「
高
宮
…
…
」
以
下
の
部
分
は
何
の
た
め
に
記
述
さ
れ
た
か
わ
か
ら
な
い
意
味
不
明
瞭
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
意
味
不
明
瞭
は
、
二
巻
本
『
応
仁
記
』
で
は
回
顧
す
る
た
め
に
記
載
し
た
災
害
を
、
三
巻
本
「
応
仁
記
』
で
は
眼
前
進
行
中
の
事
実
で
あ
る
か
の
よ
う
に
書
い
た
た
め
に
、
昔
日
を
し
の
ん
で
記
述
し
た
文
が
す
べ
て
浮
き
あ
が
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
、
極
言
す
れ
ば
、
〈
洛
中
大
僥
之
事
〉
全
文
が
意
味
不
明
瞭
で
あ
る
。
も
う
一
つ
例
を
述
べ
る
、
〈
洛
中
大
僥
之
事
〉
に
、
「
二
條
殿
ノ
御
事
ハ
騒
山
ノ
昔
シ
ヲ
眞
似
。
温
泉
臨
。
華
清
宮
。
四
季
二
絶
セ
ヌ
詠
ア
リ
。
初
大
名
（弱）
ノ家ヅクリ。・・・…」という文がある。この文からは一一条殿がどう
い
う
情
況
な
の
か
は
何
一
つ
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
も
当
然
で
、
二
巻
本
『
応
仁
記
』
で
は
「
…
…
詠
ア
リ
」
と
「
大
名
ノ
家
ツ
ク
リ
」
と
の
間
に
、
「
四
季
一
一
絶
セ
ヌ
詠
ア
リ
」
の
言
葉
を
う
け
た
春
夏
秋
冬
の
饗
宴
の
様
子
を
書
い
た
部
分
、
さ
ら
に
は
そ
れ
に
続
け
て
、
「
こ
の
殿
の
跡
を
し
見
れ
ば
、
賎
が
屋
を
御
池
の
上
に
造
り
か
け
、
不
淨
を
流
す
有
様
は
、
古
の
金
谷
園
の
詩
に
顯
す
。
当
時
歌
舞
地
、
不
説
草
離
々
、
今
日
歌
舞
識
、
満
園
秋
露
垂
。
之
を
和
し
て
い
ふ
、
當
時
二
條
地
、
不
説
糞
離
々
、
今
日
一
一
條
識
、
園
満
展
尿
（髄）
垂
。
淺
猿
し
ノ
ー
」
と
い
う
文
が
書
か
れ
て
い
る
。
〈
洛
中
大
僥
之
事
〉
で
は
こ
れ
が
落
ち
て
い
る
。
こ
の
文
を
も
加
味
し
て
は
じ
め
て
二
條
殿
の
記
述
が
完
成
す
る
の
で
あ
り
、
二
巻
本
「
応
仁
記
』
を
書
い
た
時
点
で
二
條
殿
の
情
況
が
荒
廃
の
き
わ
み
に
あ
る
こ
と
が
、
昔
の
み
や
び
な
描
写
と
対
照
さ
れ
て
見
え
て
く
る
し
か
け
に
な
っ
て
い
る
。
〈
洛
中
大
僥
之
事
〉
の
章
が
応
仁
二
年
頃
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
￣
○
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い
っ
て
、
そ
れ
が
応
仁
二
年
頃
の
情
況
と
は
無
関
係
で
あ
る
こ
と
は
以
上
の
（印）
こ
と
で
わ
か
る
だ
ろ
う
。
年
表
を
見
れ
ば
、
応
仁
二
年
以
後
で
も
、
文
明
一
一
年、六年、七年、八年、九年と寺社等の焼けた記事が見える。二
巻
本
『
応
仁
記
』
の
作
者
の
眼
前
に
あ
る
焼
け
跡
は
応
仁
二
年
以
降
に
焼
け
た
部
分
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
二
巻
本
『
応
仁
記
』
の
作
者
は
京
の
昔
日
を
回
顧
す
る
に
あ
た
り
、
眼
前
の
京
の
荒
廃
が
「
応
仁
の
兵
乱
に
よ
り
て
」
も
た
ら
さ
れ
た
と
記
述
し
た
。
そ
れ
を
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
編
纂
者
は
応
仁
二
年
の
と
こ
ろ
に
組
み
込
ん
だ
た
め
に
、
「
応
仁
の
兵
乱
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
が
、
京
の
荒
廃
を
も
た
ら
し
た
兵
乱
と
い
う
意
味
か
ら
、
応
仁
元
年
か
ら
二
年
に
か
け
て
の
兵
乱
と
い
う
意
味
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
編
纂
者
は
、
こ
の
回
顧
記
事
を
何
故
応
仁
二
年
に
組
み
込
む
と
い
う
ま
ち
が
い
を
し
て
し
ま
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
こ
の
編
纂
者
が
参
照
し
た
『
応
仁
広
記
』
の
〈
偶
鼠
草
案
井
序
〉
の
章
が
、
年
代
記
的
な
流
れ
か
ら
は
ず
さ
れ
て
、
巻
第
五
と
し
て
付
録
の
よ
う
な
形
で
掲
載
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
（
す
で
に
述
べ
た
が
、
〈
洛
中
大
僥
之
事
〉
は
〈
堰
鼠
草
案
井
序
〉
を
換
骨
奪
胎
し
て
つ
く
っ
た
も
の
で
あ
る
）
。
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
編
纂
者
は
〈
堰
鼠
草
案
井
序
〉
の
内
容
に
京
が
焼
け
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
の
で
、
京
の
焼
け
た
事
実
を
な
ん
と
か
三
巻
本
『
応
仁
記
』
に
組
み入れようと考えたのだが、〈堰鼠草案井序〉の章は付録扱いだ
か
ら
い
つ
の
時
期
か
は
っ
き
り
し
な
い
し
、
中
を
読
ん
で
み
て
も
時
期
が
は
っ
き
り
と
か
か
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
だ
い
た
い
こ
の
頃
だ
ろ
う
と
考
えて、応仁二年頃に組み入れたのだ。そして、まちがったのであ
（卵）（卵）
る。
三巻本『応仁記』について（柳本）
註（１）古典遺産の会編『室町軍記総覧』（明治書院）、’○｜頁。
（２）「重編応仁記」『北条九代記・重編応仁記』（続国民文庫）、三
四○頁。
（３）『群書解題４』、’九頁。
（４）永島福太郎『応仁の乱』（至文堂）、’七頁。
（５）松林靖明『応仁記試稿」『古典遺産』二○号、八七頁。
（６）「応仁の乱の軍記では『文正記』（文正元年述作、文亀二年の
書写識語がある）のように古い述作だということを示すものが多い
が
、
文
運
の
開
け
た
天
文
ご
ろ
か
ら
述
作
さ
れ
は
じ
め
た
の
が
妥
当
だ
ろ
う」。永島『応仁の乱』一七頁。
（７）桜井好郎「室町軍記における歴史叙述」『名古屋大学日本史論
集上』（吉川弘文館）、四四七頁。
（８）桜井「室町軍記における歴史叙述」四四八頁。
（９）『室町軍記総覧』一○九頁。
（田）松林「応仁記試稿」九一～九四頁。
（Ⅱ）杉本圭三郎『応仁の乱』叙述の視点」『軍記と物語』昭和四九
年十月号。
（旧）この節および次の第三節では、三巻本『応仁記』が二巻本『応
仁記』と『応仁別記』から編纂・整理されて成立したという考えに
立って話を進める。第四節以降ではこれと違う考えを述べるつもり
でいる。
（旧）「応仁記」『群書類従加』四一九頁。
（
Ｍ
）
大
田
南
畝
『
｜
言
一
話
』
に
は
『
群
書
類
従
』
四
百
八
拾
巻
の
目
録
と
そ
の宣伝文がのっている。この目録では合戦三五巻となっている。現
在
の
『
群
書
類
従
』
の
合
戦
は
三
一
巻
（
そ
し
て
『
応
仁
記
』
は
そ
の
一
巻
で
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法
政
史
学
第
四
十
七
号
ある）であることを考えると、合戦三五巻の中に『応仁記』は当然
入
っ
て
い
た
だ
ろ
う
と
思
う
。
『
日
本
随
筆
大
成
別
巻
一
言
一
話
ｌ
』
’
○
四
～
一
○
五
頁
○
（
旧
）
桑
原
武
夫
「
日
本
の
百
科
全
書
家
新
井
白
石
」
『
日
本
の
名
著
新
井
白石』（中央公論社）、二七頁。
（旧）新井白石の日記の元禄十一年六月の記述の中に、「六日、（略）
東山殿時代之事、井御識之儀被仰付」、「九日（略）応仁乱申上ル」
とある。
（
Ⅳ
）
「
読
史
余
論
」
『
新
井
ｎ
石
日
本
思
想
大
系
弱
』
（
岩
波
書
店
）
、
三
九
二～三九三頁。
（旧）「応仁別記」『群書類従加』四八六頁。
（旧）「応仁記」一一一八八～三八九頁○
（卯）「応仁記」四一九頁。
（
別
）
藤
堂
明
保
監
修
、
細
川
一
敏
訳
『
中
国
の
古
典
３
孫
子
・
呉
子
』
（
学
習
研
究
社
）
の
二
四
～
二
五
園
に
、
「
日
本
人
の
『
孫
子
』
研
究
で
最
古
の
も
の
は
吉
備
真
備
が
唐
に
留
学
し
て
『
孫
子
』
を
学
ん
だ
と
い
う
『
統
日
本
紀
』
の
記
録
で
あ
る
。
室
町
時
代
に
は
ま
だ
多
数
の
人
々
か
研
究
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
『
孫
子
』
・
『
典
子
』
が
鼠
も
研
究
さ
れ
た
の
は
江
戸
時
代
で
あ
る」と書かれている。
（犯）書名以外は必要なことろのみ記城した。
箸は箸編者、成は成立年代。
（羽）寛文十三年（一六七三）成立。
（別）山鹿素行箸、延宝三年（一六七五）成立。
（
妬
）
田
原
嗣
郎
「
山
鹿
素
行
と
士
道
」
『
日
本
の
名
著
山
鹿
素
行
』
（
中
央
公
論社）、六九頁。
（
朗
）
田
原
「
山
鹿
素
行
と
士
道
」
六
九
頁
。
（町）「尉練子」『中国の思想、孫子・呉干』（徳間書店）、二五九
頁。
（
邪
）
大
森
志
郎
「
中
世
末
世
観
と
し
て
の
百
王
思
想
」
『
日
本
文
化
史
論
考
』
（創文社）、一三○頁。
（羽）「読史余論」三九六頁。
（
卯
）
『
室
町
軍
記
総
覧
』
二
六
頁
。
（
別
）
同
、
二
六
～
一
一
七
頁
。
（
犯
）
『
重
編
応
仁
記
』
の
序
の
日
付
が
宝
永
丙
戌
年
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
年
は
宝
永
三
年
（
一
七
○
三
）
で
あ
る
。
（羽）「重編応仁記」三四○頁。
（狐）同、三四一頁。
（胴）同、三四二頁。
（肥）同、三四二頁。
（
碗
）
三
巻
本
『
応
仁
記
』
が
二
巻
本
『
応
仁
記
』
と
『
応
仁
別
記
』
か
ら
で
き
て
い
る
と
し
た
時
に
、
何
故
こ
の
二
冊
か
ら
だ
っ
た
の
か
を
説
明
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
、
『
応
仁
広
記
』
が
何
故
こ
の
二
冊
だ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
な
ら
、
作
者
が
公
方
家
の
動
勢
に
着
目
し
て
い
た
か
ら
と
考
えて説明がつく。こうしたことも三巻本『応仁記』が『応仁広記』
を参照にしたという考えに有利に働こう。
（肥）『応仁記』（日本歴史文庫）、一○九頁。
（羽）「応仁広記」（史籍集覧）、五五七頁。
（佃）「応仁記」三九二頁。
（
肌
）
『
応
仁
記
』
二
○
頁
。
（妃）「応仁広記」五五八頁。
（岨）「応仁記」三九二頁○
（
似
）
「
応
仁
別
記
」
四
八
三
頁
。
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三
巻
本
『
応
仁
記
』
に
つ
い
て
（
柳
本
）
（㈹）「応仁広記」五三八頁。
（妬）「応仁記」三七六頁。
（Ｗ）『応仁前記』（これは『重編応仁記』を構成する一編である）
の
巻
之
下
に
、
付
記
の
よ
う
な
形
で
、
〈
赤
松
家
盛
衰
次
第
〉
と
題
す
る
一
章
が掲載されている。これは三巻本『応仁記』の〈赤松家博之事井神
璽
之
御
事
〉
と
同
じ
内
容
の
記
事
で
あ
る
。
三
巻
本
『
応
仁
記
』
の
編
纂
者
の
粗
雑
さ
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
（
妃
）
小
竹
文
夫
・
小
竹
武
夫
訳
、
世
界
文
学
大
系
『
史
記
列
伝
篇
』
（
筑
摩
書房）、二七八頁。
（岨）「応仁記」四一六頁○
（
卯
）
『
室
町
軍
記
総
覧
』
の
『
応
仁
記
（
三
巻
本
）
』
の
解
説
文
に
、
そ
の
目
立
っ
た
傾
向
と
し
て
、
ヨ
勝
元
ハ
無
双
ノ
案
者
ノ
謀
有
大
将
ナ
レ
バ
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
細
川
勝
元
び
い
き
の
辞
句
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
三
巻
本
『
応
仁
記
』
が
『
応
仁
広
記
』
を
参
照
に
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
現
在
、
こ
の
傾
向
は
『応仁広記』の持っている傾向と考えなければならないだろう。
（
別
）
佐
々
木
銀
彌
『
日
本
の
歴
史
旧
室
町
幕
府
』
（
小
学
館
）
で
は
、
応
仁
元
年
十
月
の
相
国
寺
を
め
ぐ
る
合
戦
を
記
述
し
た
後
に
、
「
公
家
や
武
家
の
屋
敬
、
民
家
は
も
ち
ろ
ん
、
北
野
神
社
・
仁
和
寺
・
天
竜
寺
・
東
寺
な
ど
由
緒
あ
る
大
社
寺
の
多
く
は
つ
ぎ
つ
ぎ
と
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
『
応
仁
記
』
は
、
み
るも無残に荒廃した都のありさまを詠んだ、飯尾彦六左衛門尉のつ
ぎ
の
よ
う
な
有
名
な
歌
を
放
せ
て
い
る
。
ア
カ
ル
ヲ
見
テ
モ
落
ル
ナ
ミ
タ
ハ
ま
こ
と
に
、
花
の
都
は
、
こ
の
歌
の
よ
う
に
荒
涼
と
し
た
焼
土
と
化
し
て
し
まったのである」（二一二頁）と書き、続いて、「節操なき戦い」と
題して、「応仁二年の秋・・…・」と次の節を書きはじめている。
汝
ヤ
シ
ル
都
ハ
野
辺
ノ
タ
雲
雀
（記）『応仁記』六～七頁。
（詔）「応仁記」四○九頁。
（別）『応仁記』七頁。
（弱）「応仁記」四一○頁○
（邪）『応仁記』’○頁。
（
印
）
『
日
本
の
歴
史
別
巻
５
』
（
中
央
公
論
社
）
（
兇
）
〈
洛
中
大
僥
之
事
〉
が
応
仁
二
年
の
と
こ
ろ
に
配
置
さ
れ
て
い
る
た
め
に、この節のしめくくりに置かれた飯尾彦六衛門尉の「汝ヤシル都
ハ
野
邊
ノ
タ
雲
雀
ア
カ
ル
ヲ
見
テ
モ
落
ル
ナ
ミ
タ
ハ
」
の
歌
も
応
仁
二
年
頃
に、応仁元年・二年と続いた厳しい戦いが終ってすぐに作られたよ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
が
、
二
巻
本
『
応
仁
記
』
で
は
こ
の
歌
が
京
の
昔
日
の
回
顧
の
し
め
く
く
り
と
し
て
置
か
れ
て
い
る
こ
と
や
、
こ
の
歌
に
は
感
傷
は
あ
っ
ても戦塵の気配が感じられないことなどから、応仁二年よりももっ
と
後
に
な
っ
て
、
散
発
的
に
戦
い
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
が
戦
争
そ
の
も
の
は
膠
着
状
態
に
な
っ
て
か
ら
作
ら
れ
た
歌
で
あ
る
と
考
え
た
方
が
よ
い
よ
う
に
思
われる。
（
的
）
〈
洛
中
大
僥
之
事
〉
は
回
顧
的
な
記
事
で
あ
る
た
め
、
年
代
記
的
な
記
述
と
は
異
な
る
性
質
を
持
っ
て
い
る
。
『
応
仁
広
記
』
で
は
年
代
記
的
記
述
を
と
っ
た
た
め
に
、
こ
う
し
た
回
顧
的
記
事
は
本
文
に
組
み
込
め
ず
、
付
録
の
よ
うな扱いをするしかなかった。そして、それが正しい処理でもあっ
た。
■■■■■■■■■■
￣
￣
￣
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資料一一巻本『応仁記』・『応仁別記』・三巻本『応仁記』の関係表
松林靖明氏作成「応仁紀試稿」『古典遺産』二○号、九一～三頁
表
中
（
）
の
中
は
類
従
本
に
よ
る
章
段
名
、
（
）
の
下
に
○
印
の
あ
る
も
の
は
その章段のほとんど全部が採られたものであることを示し、備考の欄に
○印のあるものは、類従本固有の記事または章段であることを示す。
〔巻ご
（乱前御晴之事）
応仁の乱の原因・義政批判
寛
政
六
年
九
月
の
流
星
天
狗
の
落
文
中
庸
の
説
（熊谷訴状之事）
熊
谷
某
、
義
政
を
諌
め
罪
を
受
く
義
政
、
義
視
を
還
俗
せ
し
む
（若君誕生之事）
義
尚
誕
生
す
富
子
山
名
を
頼
る
（武術家騒動之事付屋山之事）
斯
波
家
内
証
の
い
き
さ
つ
斯
波
義
敏
、
伊
勢
守
に
頼
る
義
敏
出
仕
許
さ
れ
義
廉
勘
当
さ
る
山
名
怒
り
合
戦
に
倣
う
垣
屋
等
宗
全
を
諌
む
「義敏ハ二見ノ浦ノ」の落首
「空蝉ノウッッナキ世一一」の落首
「
世
ノ
中
ハ
皆
歌
読
一
三
の
落
首
法
政
史
学
第
四
十
七
号
類
従
木
応
仁
記
○ ○ ○ ○○ ○○ ○ ○○
○○ ○○○ ○
再
び
義
廉
赦
免
せ
ら
る
「組置シ竹ノカノ」の落首
義
政
・
義
視
不
和
義
政
義
視
和
解
し
、
洛
中
静
鑑
畠
山
義
就
を
巡
る
山
名
の
計
略
畠
山
家
内
証
義
就
許
さ
れ
上
洛
す
「右衛門佐イタタク物」の落着
政
長
出
仕
停
止
さ
る
（義就政長闘乱之事）
政
長
合
戦
の
用
意
山
名
細
川
同
心
の
人
々
細
川
方
合
戦
の
用
意
「春クレハ又打カヘス」の落着
（御霊合戦之事）
義
就
手
勢
を
配
置
す
細
川
教
春
、
勝
元
に
進
言
政
長
、
作
戦
を
た
て
る
成
身
院
光
宣
ら
政
長
方
に
つ
く
政
長
御
霊
森
に
陣
取
る
宗
全
・
主
上
上
皇
を
室
町
殿
へ
移
す
両
軍
合
戦
、
政
長
不
利
勝
元
、
政
長
に
藩
ち
る
こ
と
を
指
示
政
長
落
つ
、
世
人
の
勝
元
評
「フル具足伍両マデ」の落着
「細川ノ水無瀬ヲ」の落着
「
無
性
ナ
ル
竹
ヲ
」
の
落
着
天
下
静
鑑
、
軍
勢
引
き
上
ぐ
主
上
内
裏
へ
還
幸
○ ○○○ ○○○○ ○○ ○○○ ○○ 一
四
○ ○ ○○○ ○ ○○
○ ○ ○ ○
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〔巻一一〕
（勝元方蜂起之羽）
山
名
方
戦
勝
に
よ
る
舎
侈
山
名
方
出
仕
の
華
美
の
さ
ま
右馬頭人道勝元に進言
勝元戦闘準備、京童の潮り
「
ウ
テ
ナ
ク
パ
ャ
メ
ャ
」
の
落
着
勝
元
、
軍
勢
の
看
到
を
付
す
勝
元
方
の
武
将
各
地
へ
攻
め
入
る
勝
元
方
実
相
院
正
実
坊
を
攻
む
「円頓者実相院ヲ」の落着
宗全方、軍勢の着到を付す
（所々合戦之事）
五
月
二
十
六
日
、
勝
元
方
大
勝
宗
全
朝
倉
の
活
躍
に
感
悦
（一条大宮猜熊合戦之蝋）
一条大宮で赤松勢大沼耀
革
堂
百
万
遍
焼
け
上
る
（井鳥野合戦之事）
（焼亡之事）
（三宝院責落事）
（岩倉合戦之蝋）
（室町事行幸之螂）
（今出川殿勢州下向之事）
（相国寺炎上之事）
山
名
、
細
川
の
拠
点
相
国
寺
を
攻
む
松
田
次
郎
左
衛
門
討
死
赤
松
一
族
の
活
躍
（蓮池合戦付政長武勇之事）
一
宮
人
道
勝
梅
、
勝
元
を
激
励
す
富
子
、
勝
元
に
戦
況
を
問
う
三
巻
本
『
応
仁
記
』
に
つ
い
て
（
柳
本
）
○○ ○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○ ○○○○
政
長
、
相
国
寺
を
攻
む
秋
庭
豊
前
守
の
笑
話
〔巻三〕
（赤松家伝之事井神璽之御事）
（但州合戦之事）
（醍醐山科合戦之事
（舟岡山合戦之事）
（相国寺塔炎上之事）
（後花苑院崩御之事）
（今出川殿御上洛之事）
（洛中大焼之事）
（義視西陣へ御出之事付五壇法之事）
二条殿御最後之事）
（近江越前軍之事）
（山崎天王寺軍之事）
（山名人道逝去之事付漢賓嬰事）
○一
五
○○○○○○○○○○○○
○○
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